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令和５年３月 第１回佐々町議会定例会 会議録 （１日目） 

１． 招集年月日 令和５年３月７日（火曜日） 午前10時00分 

２． 場 所 佐々町役場 ３階 議場 

３． 開 議 令和５年３月７日（火曜日） 午前10時00分 

４． 出席議員（10名） 

議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 

１ 平 田 康 範 君 ２ 川 副  剛 君 ３ 横 田 博 茂 君 

４ 永 田 勝 美 君 ５ 長 谷 川 忠 君 ６ 阿 部  豊 君 

７ 永 安 文 男 君 ８ 橋 本 義 雄 君 ９ 須 藤 敏 規 君 

10 淡 田 邦 夫 君     

５． 欠席議員（なし） 

６． 法第121条による説明のための出席者職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 職  名 氏  名 

町 長 古 庄  剛 君 副 町 長 中 村 義 治 君 教 育 長 黒 川 雅 孝 君 

総 務 理 事 山 本 勝 憲 君 
事 業 理 事 兼 
庁舎建設室長 

水 本 淳 一 君 総 務 課 長 大 平 弘 明 君 

税 財 政 課 長 藤 永 大 治 君 住民福祉課長 今 道 晋 次 君 保険環境課長 宮 原 良 之 君 

多世代包括支援
セ ン タ ー 長 

松 尾 直 美 君 企画商工課長 落 合 健 治 君 建 設 課 長 山 村 輝 明 君 

農林水産課長 作 永 善 則 君 水 道 課 長 安 達 伸 男 君 会 計 管 理 者 藤 永 尊 生 君 

教 育 次 長 井 手 守 道 君 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

金 子  剛 君 農業委員会会長 𠮷 野  裕 君 

７． 職務のための出席者職氏名 

職  名 氏   名 職  名 氏   名 

議 会 事 務 局 長 松 本 典 子 君 議会事務局書記 濱 野  聡 君 

８． 本日の会議に付した案件 

開会 

日程第1 会議録署名議員の指名 

日程第2 会期の決定 
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日程第3 諸般の報告 

   １ 議長出席会議報告 

(1) 西九州自動車道建設促進期成会 提案活動 

(2) 令和５年第１回（２月）長崎県後期高齢者医療広域連合議会 定例会 

(3) 長崎県町村議会議長会 第７４回定期総会 

(4) 長崎県町村議会議長会議長・局長視察研修 

 

   ２ 議員派遣結果 

(1)  先進地視察研修（熊本県 南関町） 

(2)  町村議会広報クリニック 

 

日程第4 行政報告 

(1) 報告第１号 専決処分した事件（和解及び損害賠償の額を定める件） 

(2) 報告第２号 専決処分した事件（令和４年度 佐々町一般会計補正予算（第１０号）） 

(3) 報告第３号 専決処分した事件（工事請負変更契約締結の件） 

 

日程第5 委員会報告 

１ 総務厚生委員会 

(1) 所管事務調査 

  ① 条例等について 

   

２ 産業建設文教委員会 

(1) 所管事務調査 

     ① 条例等について 

     ② 事業の進捗状況調査について 

 

   ３ 新庁舎建設に関する調査特別委員会 

       (1) 特別委員会調査 

① 新庁舎建設に関する調査について 

 

   ４ タブレット端末導入調査特別委員会 

    (1) 特別委員会調査 

     ① タブレット端末導入に関する調査について 

 

  日程第6 一般質問 

    (1) ９番 須藤 敏規 議員 

    (2) ４番 永田 勝美 議員 

    (3) ３番 横田 博茂 議員 

    (4) ８番 橋本 義雄 議員 

 

９．審議の経過 

（10時00分  開会） 
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― 開会 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 おはようございます。 

 ただ今から令和５年３月第１回佐々町議会定例会を開会します。 

 開会にあたり、町長から御挨拶をいただきます。 

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 皆様、おはようございます。 

本日、令和５年３月佐々町議会第１回の定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方に

は大変お忙しい中に全員御出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 ３月５日、今回３年ぶりとなるジョギングフェスティバルｉｎさざを開催いたしましたとこ

ろ、町内外また県内外から総勢1,700名の方の御参加をいただきながら、小さなお子様から幅広

い世代の多くの選手によりまして、佐々町の町内が活気づきました。 

 また、佐々町の河津桜・シロウオまつりを開催いたしまして、春の到来を告げる風物詩であ

りますシロウオ漁や、早春を彩る河津桜、菜の花など、天候にも大変恵まれまして、多くのお

客さんがお見えになりまして、佐々町の春を楽しんでいただいたところでございます。 

 新型コロナウイルス感染症の新規感染につきましては、全国的にも新規感染者数が減少して

おりまして、新型コロナウイルス感染症が季節性のインフルエンザと同じ５類に移行するとい

う報道がなされているところでございます。 

 県内の新型コロナウイルス感染症につきましては、感染状況の落ち着きを取り戻していると

いうことではありますが、依然として一定の感染者数が確認をされておりまして、また、季節

性インフルエンザも多くの患者が確認されているところから、町民の皆様方には引き続き感染

対策防止のため、それから地域経済活動の確立のために、体調管理に十分御留意をいただきな

がら健康保持に努めていただければと思っておりますので、それからワクチンの接種のほうに

も御協力をいただければと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、今回提案いたしました議案が29議案でございます。議員の皆様方には御理解をいただ

きながら、全議案につきまして御認定をいただきますようにお願いを申し上げまして、開会に

あたりましての御挨拶に代えさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 本日の出席議員は全員出席です。 

 これより本日の会議を開きます。 

  

― 日程第１ 会議録署名議員の指名 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則の規定により、２番、川副剛君、３番、横田博茂君を指

名します。 

 

― 日程第２ 会期の決定 ― 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

日程第２、会期の決定を行います。 

３月本定例会の会期については、さきにお配りいたしました日程表のとおり、３月７日本日

から３月17日までの11日間にしたいと思います。 

 日程の内容については、順を追って説明を行います。 

 ３月７日、本会議の１日目は、まず諸般の報告を行います。 

 １番目に、議長出席会議報告４件。 

 ２番目に、議員派遣結果２件の報告を私から行います。 

 次に、行政報告です。３件の報告を町長からお願いいたします。 

 次に、委員会報告です。１番目に総務厚生委員会、所管事務調査、２番目に産業建設文教委

員会、所管事務調査、３番目に新庁舎建設に関する調査特別委員会調査、４番目にタブレット

端末導入調査特別委員会の調査の報告を、それぞれ委員長からお願いいたします。 

 次に、一般質問です。別紙質問通告書一覧表のとおり、６名のうち１番目から４番目の４名

の方の質問です。１日目は、一般質問終了後、散会となります。 

 ３月８日、本会議２日目です。７日に引き続き一般質問です。別紙質問通告書一覧表のとお

り、５番から６番の２名の方の質問です。 

 次に、議案審議です。議案第３号から議案第17号までの15議案です。上程順位については、

議案番号順の上程を予定しています。２日目は、審議終了後、散会となります。 

 ３月９日、本会議３日目です。８日に引き続き議案審議です。議案第18号から議案第31号ま

での14議案です。上程順位については、議案番号順の上程を予定しています。議案第25号から

議案第31号までの議案については、令和５年度予算関連となりますので、一括議題とします。

施政の概要と予算説明の説明を求め、説明後、議案第25号から議案第31号までの各会計のかが

みの朗読を各担当課長に行っていただき、その後、延会となります。 

 次に、後半の３月17日、本会議４日目です。令和５年度当初予算議案審議で、議案第25号か

ら議案第31号までの７議案を予定しています。 

 次に、発議です。発議第１号から発議第３号の３件を予定しています。 

 その後、閉会中の委員会継続調査、閉会を予定しています。 

 なお、日程については、議事の進行により時間の延長もあろうかと思いますが、あらかじめ

御了承いただきたいと思います。 

 以上のような手順で進めたいと思います。 

 本会議は、３月７日、８日、９日、17日です。 

 お諮りします。本定例会の会期は、３月７日本日から３月17日の11日間に決定することに異

議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 したがって、本定例会の会期は、３月７日本日から３月17日の11日間に決定しました。 

 日程表に従って議事を進めていきます。 

 

― 日程第３ 諸般の報告 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 日程第３、諸般の報告に入ります。 

 まず、議長出席会議報告の４件を私のほうから行います。 

 諸般の報告、資料１です。議長出席会議報告。 
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 １番目は資料１ページから６ページです。 

 西九州自動車道建設促進期成会提案活動です。令和５年２月14日に国土交通省長崎河川国道

事務所にて、長崎県の西九州自動車道建設促進期成会会員による提案活動を行っております。

提案内容については、資料の２ページから６ページのとおりです。 

 ２番目の会議報告は、資料の７ページから45ページです。令和５年第１回（２月）長崎県後

期高齢者医療広域連合議会定例会が、令和５年２月17日に、県内13市８町の広域連合議員及び

広域連合事務局が出席し、長崎県市町村会館で開催されました。 

 資料９ページ。同意議案第１号は、副広域連合長の選任につき議会の同意を求めることにつ

いての提案があり、古庄佐々町長が選任することに同意をいたしております。 

 続いて、資料の10ページから29ページです。 

 議員提出、議案第１号は、長崎県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保護に関する条

例の提案です。関連する法律の公布等に伴い条例を制定する必要があるため、条例案が提出さ

れ、原案のとおり可決されました。 

 続いて、資料29ページから31ページです。 

 議案第１号は、長崎県後期高齢者医療広域連合個人情報の保護に関する法律施行条例の提案

です。関連する法律の公布等に伴い条例を制定する必要があるため、条例案が提出され、原案

のとおり可決されました。 

 続いて、資料32ページから34ページです。 

 議案第２号は、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の定年等に関する条例及び人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の提案です。地方公務員法の一部改正に

より管理監督職の勤務上限年齢に関し、所要の整備を行うため、条例の一部改正案が提出され、

原案のとおり可決されました。 

 続いて、資料34ページから35ページです。 

 議案第３号は、長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す

る条例の提案です。令和５年度以降の低所得者に係る保険料均等割軽減判定に用いる額が見直

されることに伴い、所要の整備を行うため、条例の一部改正案が提出され、原案のとおり可決

されました。 

 続いて、資料の35ページから36ページです。 

 議案第４号は、長崎県後期高齢者医療広域連合第３次広域計画の変更についてです。議会の

議決を経て作成している広域計画において、個人情報保護条例が引用されている箇所があり、

今回、個人情報の保護に関する法律が共通ルールとなることに伴い、所要の整備を行うため、

変更案が提出され、原案のとおり可決されました。 

 続いて、資料36ページから40ページです。 

 議案第５号は、令和４年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）、議案

第６号は、令和４年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）、以上２件の補正予算につきましては、原案のとおり可決されました。 

 続いて、資料40ページから44ページです。 

 議案第７号は、令和５年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計予算、議案第８号は、令

和５年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算、以上２件の令和５年度

予算につきましては、原案のとおり可決されました。 

 続いて、資料44ページです。選挙第１号は、選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙につい

てです。資料にあります名簿のとおり委員と補充が当選されました。 

 続いて、資料の45ページ。議会運営委員の選任についてです。私淡田と新上五島町の大谷議

員がそれぞれ選任されております。 

 同じく資料45ページ。一般質問です。２名の方の一般質問が行われております。 
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 ３番目の会議報告は、資料47ページから56ページです。 

 長崎県町村議会議長会第74回定期総会が令和５年２月17日に長崎県市町村会館で開催され

ました。会議の冒頭、町村議会議長会表彰が行われました。資料48ページに掲載の方が表彰さ

れ、会議に出席された３名の方に会長より伝達されております。 

 続いて、議事として、資料48ページから49ページです。 

 報告第１号 会務報告が提出され、承認されております。 

 次に、資料50ページから54ページです。 

 議案第１号 令和５年度長崎県町村議会議長会事業計画（案）が提出され、原案のとおり可決

されました。 

 次に、資料55ページです。 

 議案第２号 令和５年度長崎県町村議会議長会歳入歳出予算（案）が提出され、原案のとおり

可決されております。 

 次に、資料56ページです。 

 ３項目の決議（案）が提出され、採択されております。 

 ４番目の会議報告は、資料の57ページです。 

長崎県町村議会議長会主催によります議長・局長視察研修です。研修期間は令和５年２月20

日から２月22日で、沖縄県の竹富町役場において、竹富町の観光振興策についてと竹富町議会

の議員の成り手不足解消についての研修を行いました。 

 次に、議員派遣結果を報告します。 

 諸般の報告、資料２です。 

 １件目は、先進地視察研修です。令和５年１月24日に議員８名で、熊本県南関町においてＲ

ＰＡを活用した業務改革についてをテーマに研修を行いました。 

 続いて２件目は、全国町村議会議長会主催の町村議会広報クリニックです。令和５年２月15

日に全国町村議員会館において開催され、川副議会広報副委員長と横田広報委員の２名が出席

しております。 

 今報告いたしました議長出席会議報告４件、並びに議員派遣結果２件の関係資料は、議員控

室に置いておりますので、御参照いただきたいと思います。 

 以上で、日程第３、諸般の報告を終わります。 

 

― 日程第４ 行政報告 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 続いて、日程４、行政報告に入ります。 

３件の報告をお願いいたします。 

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 それでは、報告の第１号でございます。 

報告第１号 専決処分した事件。地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に

より、議会において指定されている下記のことについて、別紙のとおり専決処分したので、同

条第２項の規定によりこれを報告する。令和５年３月７日提出、佐々町長。 

 記。１、専決処分した事件名、和解及び損害賠償の額を定める件。 

 ２、専決処分年月日、令和５年２月15日。中身につきましては、建設課長をもって説明させ

ますので、よろしくお願い申し上げます。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 建設課長。 

 

建設課長（山村 輝明 君）   

 １ページをお開きください。 

 専決処分書。地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項並びに町長の専決処分の指定

に関する条例（平成26年佐々町条例第１号）第２条第１項第１号及び第２号の規定に基づき、

次のとおり専決処分する。 

 令和５年２月15日専決。佐々町長。 

 １、専決処分する事件名。和解及び損害賠償の額を定める件（公用車交通事故（物損事故）

における和解及び損害賠償）。 

 ２、専決処分事件発生年月日。令和５年２月15日。 

 ３、損害賠償額。13万9,871円です。 

 次ページをお開きください。 

 ４、和解及び損害賠償の相手方。記載のとおりでございます。 

 ５、事故の概要。道路維持補修班が除草作業を行うため、作業予定地近くのスペースに公用

車トラックを駐車し、車から降りようと左側ドアを開けた際、ドアが風にあおられ勢いよく開

いてしまい、左隣に駐車してあった相手方軽自動車の前方ドアに接触し傷つけたものです。事

故の場所につきましては、別紙の資料の２枚目と３枚目に事故の場所と事故の現場写真を付け

させていただいております。 

 ６、和解の概要。町及び相手方は、上記事故の責任割合を町側10割、相手方ゼロ割とし、本

件事故に関する一切の損害賠償金として、車両の修理等に係る費用13万9,871円を、町が相手方

に支払うものとする。今後本件に関しては双方とも裁判上又は裁判外において一切異議申立て、

請求を行わないことを誓約する。 

 資料をお願いいたします。 

 事故の概要につきましては、２ページと裏面と２ページですけども、場所と、開いて傷つけ

たドアの写真を添付させていただいております。 

 事故の概要、和解内容でございますけれども、資料の中段になります、事故当事者甲が佐々

町になりまして、佐々町の損害額がゼロ円。乙が相手方になりますが、そちらが13万9,871円で

す。責任割合が、甲、佐々町が100％になっておりますので、その額13万9,871円をドアの修理

費用として、乙・相手方に支払うものとなっております。 

 損害賠償の額は、13万9,871円です。 

 この和解及び損害賠償に係る歳入歳出予算の補正を、この後の報告第２号でお願いさせてい

ただいております。 

 事故を受けての対応でございますけれども、度々の事故で申し訳ないんですけれども、道路

維持補修班を対象に、また、今後同様の事故が発生しないよう安全教育を行っているところで

ございます。 

 御迷惑お掛けして大変申し訳ありませんでした。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 報告第２号 専決処分した事件。地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に

より、議会において指定されている下記のことについて、別紙のとおり専決処分したので、同
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条第２項の規定によりこれを報告する。令和５年３月７日提出、佐々町長。 

 記。１、専決処分した事件名、令和４年度佐々町一般会計補正予算（第10号）。 

２、専決処分年月日、令和５年２月15日。中身につきましては、税財政課長をもって説明さ

せますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 税財政課長。 

 

税財政課長（藤永 大治 君）   

 それでは、次のページをお開きください。 

 令和４年度佐々町一般会計補正予算（第10号）。 

令和４年度佐々町の一般会計補正予算（第10号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ14万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ83億164万4,000円とする。２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和５年２月15日専決、佐々町長。 

 次の１ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入。20款諸収入、補正額14万円、計１億3,484万9,000円。４項雑入、補正額14万円、計8,384

万3,000円。 

 歳入合計、補正額14万円、計83億164万4,000円。 

 歳出。８款土木費、補正額14万円、計９億4,201万1,000円。１項土木管理費、補正額14万円、

計9,719万9,000円。 

 歳出合計、補正額14万円、計83億164万4,000円。 

 ２ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきましては割愛をさせていただき

ます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳入で自動車損害共済金、歳出で公用車の交通事故損害賠償金ということで、先ほどの報告

第１号に伴う補正予算の専決処分をさせていただいております。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 報告第３号 専決処分した事件。地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定に

より、議会において指定されている下記のことについて、別紙のとおり専決処分したので、同

条第２項の規定によりこれを報告する。令和５年３月７日提出、佐々町長。 

 記。工事請負変更契約締結の件。 

 中身につきましては、教育次長をもって説明させますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育次長。 
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教育次長（井手 守道 君）   

 それでは、次のページをお願いいたします。 

 専決処分書。地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、平成26年３月

14日、議会の議決により指定された「町長の専決処分の指定に関する条例（平成26年佐々町条

例第１号）」に基づき、次のとおり専決処分する。 

 令和５年２月22日、佐々町長。 

 記。議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年佐々町条例

第22号）第２条に基づく契約において、１件につき500万円以内の契約金額の変更を行うもので

す。 

 裏面をお願いいたします。 

 別紙。工事名。変更前、令和４年度町民体育館屋根外壁改修工事、変更後、変更前に同じで

ございます。 

 工事概要。変更前、屋根改修工事（防水工事）、面積1,344平米、金属系外装板新設工事、面

積1,532平米、塗装工、面積1,054平米、窓枠及びサッシのシーリング延長650メートル、外灯照

明設備のＬＥＤ工事26か所、外部足場工事一式。変更後、屋根改修工事（防水工事）、面積、同

じでございます。金属系外装板新設工事、面積1,543平米、塗装工、面積1,043平米、窓枠及び

サッシのシーリング、以下、変更前に同じでございます。 

 契約方法、変更前、指名競争入札による落札者と契約、変更後、現契約者と随意契約。 

 契約金額、変更前、１億1,363万円、うち消費税1,033万円、変更後、１億1,775万3,900円、

うち消費税1,070万4,900円。 

 契約相手人、変更前、佐々町小浦免４番40、株式会社西日本建設佐々支店 支店長 松本慶太。

変更後、変更前に同じでございます。 

 工期、変更前、令和４年８月30日から令和５年２月27日、変更後、変更前に同じでございま

す。 

 続きまして、資料のほうを添付させていただいておりますので、今回、契約変更になりまし

た内容について説明をさせていただきます。 

 資料の１ページ目をお願いいたします。 

 まず、工事の契約概要ということで、主な内容を記載しております。 

 続きまして、２ページから６ページに平面図、側面図を添付しておりますが、今回の変更に

つきまして、赤文字の箇所が増額要因、青文字の箇所が減額要因でございます。 

 それでは２ページをお願いいたします。 

 屋根の平面図になります。 

 １点目は、こちらの図面の広く赤く塗っている箇所になりますが、①でございます。こちら

は当初屋根の部分を洗浄後、そのまま塗装することとしておりましたが、既存の下地の塗装の

劣化が激しく、原設計のまま塗装すると早く剥がれるおそれが出たため、既存の下地を研磨し

塗装する必要が生じ、増額したものでございます。 

 ２点目になります。３ページ、４ページ、５ページ、６ページになります。 

 こちらは、それぞれ側面図が書かれておりますけれど、外壁全体となりますので、色塗りは

しておりませんが、躯体のひび割れや表面の浮きが想定よりも多かったため、改修数量の増加

に伴い増額したものでございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 ３点目は、３ページの側面中央の窓がございますが、窓の上に細く赤塗りしている箇所にな

ります。 

 ②番ですが、こちらはトレーニング室の出窓の屋根部分になりまして、モルタルに浮きが見

られたことから、上から板金を張る方法に変更して増額したものでございます。 
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 ４点目は、４ページと６ページをお願いいたします。 

 ③番になりますが、赤色のタラップ、はしごを赤色で記載しております。そのタラップの改

修の変更ですけれど、既存のタラップをそのまま再利用する予定でしたが、塗装のため一時取

り外しておりましたが、長年使用していた影響によりまして、ひずみ、曲がりが著しくござい

ました。再取付けが不可能となりましたので、新設する方法に変更したものでございます。増

額したものでございます。 

 ５点目は５ページと６ページをお願いいたします。 

 青文字の３番で書いております。手すりを記載しております。こちら佐々中学校側と公民館

側にございますが、体育館の外側の通路に設置している手すりでございまして、その仕様の変

更を行ったことで、こちらは減額したものでございます。 

 主に以上のような変更により、今回専決処分の契約変更をさせていただいております。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 これから報告に対する質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑もないようです。行政報告を終わります。 

 以上で、日程第４、行政報告を終わります。 

 

― 日程第５ 委員会報告 ― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 日程第５、委員会報告に入ります。 

 まず、総務厚生委員会の所管事務調査の報告を委員長からお願いいたします。 

 ６番。 

 

 （総務厚生委員長 阿部 豊君 登壇） 

 

総務厚生委員長（阿部 豊 君）   

 ６番、阿部豊でございます。私のほうから総務厚生委員会の調査報告をさせていただきます。 

 今回、令和５年１月27日と令和５年２月３日に２日間にわたって行っております。各日程ご

とで報告させていただきます。 

 １月27日の報告につきましては、条例等について４件、その他緊急を要する事案について１

件、その他報告３件を受けておりますが、条例等についての１件とその他緊急を要する事案に

つきましては、１月31日の臨時議会において報告をしておりますので割愛をさせていただきま

す。 

 項目ごとに報告させていただきます。 

 条例等について、１件目、佐々町納税組合助成金交付条例の廃止について、税財政課案件。

今回の議案第７号の事案でございます。 

 内容につきましては、納税組合が現時点でないこと、今後も新たにできる見込みもないこと

から条例を廃止したい。 

 参考経過としまして、この条例につきましては、昭和39年制定の条例でございまして、昭和

50年度まで助成金の交付の決算があると、それ以降がないというようなことでございます。 
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 委員から、類似の条例、他市町村の状況はいかにという確認があり、条例はなく、各市町交

付要綱や交付規則がある県内市町は７市町あるということでございました。 

 委員会としまして、内容を確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各委員へ十

分な検討を願い終了しております。 

 ２件目、附属機関の設置に関する条例の一部改正についてでございます。保険環境課、水道

課、教育委員会案件です。今回の議案第17号でございます。 

 内容としましては、まず、佐々クリーンセンター基幹的設備改良工事総合評価審査委員会、

また、し尿等前処理施設建設工事総合評価審査委員会、この両委員会につきまして、全ての事

務が終了したため、当該委員会を削除する一部改正を行いたいという内容でございます。 

 また、佐々町部活動の在り方検討委員会。内容と詳細については産業建設文教委員会で説明

予定でありますが、新たな附属機関の設置が予定されており、３月定例会で追加予定であると

いう内容でございます。 

 委員から、工事の監理はいかにという確認があり、執行部側の回答としまして、町に専門的

な知識、ノウハウが不足しているので、補うために、設計施工監理の業務委託を入れるべく業

者選定を現在進めているという回答でございました。 

 委員会としまして、内容を確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各委員へ十

分な検討を願い終了しております。 

 ３件目、佐々町国民健康保険診療所条例の一部改正について、多世代包括支援センター案件

でございます。今回の議案第15号でございます。 

 内容としましては、経過及び変更理由ということで、令和４年４月に開設した小児発達専門

外来、小児科・精神科でございます。現在、毎月１回第３金曜日行っており、５名から11名の

１日あたりの患者で推移しておると。常に診療予約が詰まっており、令和５年４月診療までの

予約が詰まっている状況であると。新規患者受診は約３か月から４か月待機状況であり、早期

療育につながっているとは言い難いと。月１回から月２回に増やしたいと、令和５年４月から

増やしたいということでございました。 

 委員から、確認としまして、予算はいかにということで、新年度予算、医師の委託料及び作

業療法士報酬を２倍計上予定と。収支見通しの確認もあっております。 

 回答、執行としましては、歳出は上回るが交付税の範囲内で対応可能と、結果一般財源持ち

出しはないということでございました。 

 委員会としまして、内容を確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各委員へ十

分な検討を願い終了しております。 

 ４件目の佐々町営駐車場設置条例の廃止については、臨時議会で報告しておりますので割愛

させていただきます。 

 また、その他緊急を要する事案、出産・子育て応援給付金事業につきましても、臨時会で報

告しておりますので割愛させていただきます。 

 その他報告として、３件報告を受けております。 

 １件目、地球温暖化対策実行計画（事務事業編）について、保険環境課案件でございます。

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づいて作成しておるということで、事務事業編と

しまして、役場庁舎、出先機関の施設、公用車を対象とした内容でございました。 

 続きまして、２件目、国保財政の見通しについて、保険環境課案件でございます。 

 県から、令和５年度佐々町納付金が示され、収支状況及び今後の見通しについて説明を受け

ております。町としましては、令和５年度は税率改正は行わず、据置きで運営が可能と。しか

しながら単年度収支で見るとマイナスとなっており、状況としましては基金取崩しで賄ってい

ると。今後必要な税率改正については検討が必要という内容でございます。 

 ３件目、新庁舎建設工事に係る現場事務所について、総務課案件でございます。 
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 １月23日、新庁舎の特別委員会で説明を受けた内容と同じでございまして、工事範囲外に現

場事務所設置を予定していたが、設置可能スペースが現庁舎駐車場に限られ、工事期間中の役

場利用者等の駐車場確保のため、できる限り避けたいということで、第７分団詰所横駐車場鉄

骨は耐震性がなく、将来的にも解体が必要となり、新庁舎建設の附帯工事として庁舎建設で対

応と。契約変更にて解体し、現場事務所用地としたいという内容でございました。 

 なお、参考までに、撤去後は、約20台分の駐車場として利用できる見込みであるということ

でございました。 

 以上でございます。 

 詳しくは、お手元の委員会報告を御参照ください。 

 続きまして、２月３日でございます。出席者は全員５名出席でございます。所管事務調査、

条例等について、８項目、内容としましては、10条例の調査を行っております。 

 項目ごとにいきます。 

 １、条例等について、１件目。佐々町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について、

総務課案件でございます。今回の議案第３号から５号の内容でございます。 

 概要としましては、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律第51条の

規定による個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、関係条例の整備を行うというものでご

ざいます。個人情報保護に関する官・民３本の法律を一本化に統合。また、地方公共団体の個

人情報保護条例について、統合後の法律における全国的な共通ルールを設定するというもので

ございます。 

 佐々町の経過としましては、平成15年の国の個人情報の保護に関する法律が制定されたこと

に伴い、平成17年４月に施行ということで、平成17年４月に佐々町個人情報保護条例の制定、

施行を行っておるという状況でございます。 

 今回の議案第３号 佐々町個人情報の保護に関する法律施行条例、また、議案第４号の佐々町

情報公開・個人情報保護審査会条例を制定すると、新規でですね。この条例の中で廃止条例と

しまして、佐々町個人情報保護条例、２件目、佐々町特定個人情報保護条例を新規条例の制定

に基づく廃止、また、新規条例の改正附則において、廃止、経過措置を規定するというもので

ございました。 

 改正としまして、今回の議案第５号の中で、佐々町情報公開条例、また、特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例、また、佐々町暴力団排除条例、また、佐々町私

債権管理条例、この４条例につきまして、個人情報保護に関する法律及び新規・廃止条例の引

用条文の改正、情報公開・個人情報保護審査会設置に係る改正ということで、改正条例を議案

第５号として今回提案されるというような内容でございます。 

 委員から、地方自治体としまして、今回の改正の１番の要点はいかにという確認があり、執

行としましては、大きなポイントとしまして、データ活用、個人情報を守りながら、現在の課

題や対応策、施策に活用していくという内容でございます。 

 また、委員からの確認としまして、法律と条例の関係が資料的に不明確ではという指摘があ

り、執行側としましては、今回、本会議のほうでポイントが分かりやすい資料に改善したいと

いうことでございました。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 ２件目、佐々町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について、総

務課案件でございます。今回の議案第６号案件でございます。 

 概要としましては、準用する正規職員の給与条例が改正された場合の取扱いを定めるため、

改正を行いたいというものでございます。 

 詳細としましては、会計年度任用職員の給与は勤務条件通知により決定をしておると、準用
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する正規職員の給与条例が人事院勧告で改正されても、任用時の勤務条件通知により支給を行

っているということで、その旨を条例に明記したいというものでございます。 

 その他の処遇改善としまして、２点、傷病、休暇の取扱いについて。現在まで公務以外での

けがや病気による休暇は無給ということでございましたが、規則改正による有給に改正をした

いと。 

 ２件目、人間ドッグの受診についてでございます。現在、有給休暇にて対応しておるものを

職務専念する義務の免除、いわゆる職専免の規則改正ということで、この分を処遇改善をした

いということでございました。 

 委員から、このタイミングでの改正は他市町村を参考に検討されたのかという指摘があり、

執行としましては、本町と大村市のみが現在有給処理ということで、労働組合からの処遇改善

要求があり、今回取り組むというものでございました。 

 委員会としましては、内容を確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各委員へ

十分な検討を願い終了しております。 

 続きまして、佐々町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

についてでございます。住民福祉課案件でございます。今回の議案第８号の議案でございます。 

 概要としましては、関係する法律及び省令が公布されたことから、市町村が従うべき基準と

して一部改正を行いたいというものでございます。改正根拠法律が、法律が１件、省令が２件

ありまして、施行期日が令和５年４月１日ということでございます。 

 詳細の内容としましては、保育園の送迎バスの児童置き去り事件に係る安全管理の徹底に関

する基準、また、児童虐待が社会問題となっている現状を踏まえ、民法の懲戒権に関する規定

の見直しということでございます。 

 委員から、衛生管理等は基準省令を参酌して定めるとあるが考え方はいかにということで、

執行側は国の基準どおりの改正と考えられておりますが、詳細のところで、「努めなければなら

ない」に際し、町の考えはという確認があっております。協議が足らない部分があると。議案

提出までに再度内部協議を行いたいということでございました。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 続きまして、４件目。佐々町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正についてでございます。住民福祉課案件、議案第９号案件でございます。 

 これにつきましても、関係する法律及び省令が公布され、市町村が参酌すべき基準として一

部改正を行いたいというものでございます。改正根拠法律等が、省令が１件。 

 内容としましては、安全計画の策定、自動車を運行する場合の所在の確認の義務化、業務継

続計画の策定等、また、衛生管理等でございます。 

 施行期日が令和５年４月１日ということで、委員から、令和６年３月までの経過措置はいか

にという確認があり、執行側としましては、国の経過措置と同様としたというものでございま

した。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 続きまして、５件目、佐々町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部改正についてでございます。住民福祉課案件、今回の議案第10号案件で

ございます。 

 この件につきましても、関係する法律が公布されたことにより一部改正を行うということで、

関係根拠法律としまして、法律１件、また、内閣府令が１件、また、あわせまして、引用条文

に関するものとしまして、こども家庭庁設置により、関係省庁からこども家庭庁に所掌事務が

移管されることに伴い、関係大臣の権限や内閣総理大臣の権限等の規定の整備が行われること
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によるものということで、施行期日、令和５年４月１日というものでございます。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 ６点目、佐々町子どものための教育・保育給付に関する条例の一部改正についてでございま

す。住民福祉課案件、今回の議案第11号でございます。 

 内容としましては、この分も関係する法律が公布。引用している条例について、関係条文の

整理を行うというものでございまして、関係根拠法律も１件、引用条文に関するもの、先ほど

報告しました部分で、権限等の規定が整備されるものでございます。 

 施行期日が令和５年４月１日ということでございました。 

 委員からの確認としまして、町立保育所及び認定こども園等の規定はいかにという確認があ

り、執行部側としましては、この分につきましては、上位法の児童福祉法、子ども・子育て支

援法によって運営されており、国の基準によるというものでございました。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 続きまして、佐々町子ども・子育て会議条例の一部改正について、住民福祉課案件でござい

ます。今回の議案第12号案件でございます。 

 概要としましては、この分も関係する法律が公布。引用している条例について関係条文の整

理を行うというものでございます。改正根拠法律等につきまして、法律１件、また先ほどと同

様、引用条文に関するものとしまして、こども家庭庁設置によるもので、関係省庁からこども

家庭庁に所掌事務が移管されることに伴い、審議会の規定の整理が行われることによるものと

いうことで、施行期日が令和５年４月１日ということでございます。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 最後に８番目、佐々町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正についてでご

ざいます。住民福祉課案件。今回の議案第13号、案件でございます。 

 この分につきましても、関係する法律が公布されたことにより、引用している条例について

関係条文の整理を行うというものでございます。改正根拠法律が法律１件、あわせまして引用

条文に関するものが、先ほどと同様、こども家庭庁設置により関係省庁からこども家庭庁に所

掌事務が移管されることに伴い、関係大臣の権限や内閣総理大臣の権限等の規定の整備が行わ

れることによるものでございます。 

 施行期日が令和５年４月１日ということでございます。 

 委員会としましては、内容について確認、次の定例会で議案として提案予定されており、各

委員へ十分な検討を願い終了しております。 

 以上でございます。詳しくは、お手元の委員会報告を御参照ください。 

 

 （総務厚生委員長 阿部 豊君 降壇） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 次に、産業建設文教委員会、所管事務調査の報告を委員長からお願いいたします。 

 ５番。 

 

 （産業建設文教委員長 長谷川 忠君 登壇） 
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産業建設文教委員長（長谷川 忠 君）   

 産業建設文教委員会、所管事務調査の概要について報告いたします。 

 令和５年１月23日に開催の所管事務調査の案件につきましては、さきの臨時会で報告をいた

しましたので、その他報告１件のみ報告させていただきます。 

 その他報告として、高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う経過等について、農林水産課から

報告を受けました。 

 続いて、令和５年２月７日火曜日午前10時より、佐々町役場３階第１会議室にて委員会を行

いました。 

 所管事務調査（１）条例等について３件の説明を受けました。 

 ①佐々町地域交流センター条例の一部改正について、教育委員会からの案件です。 

 地域交流センターの１階多目的室１の空調設備設置に伴い、冷暖房使用料について、条例に

追加し改正を行うとの説明を受けました。 

 委員から、基本的にはできるだけ低料金で、可能であれば無料にできないかとの意見があり、

スポーツ少年団などが使用する場合については、再度整理をしたいとの回答を受けました。 

 ②附属機関の設置に関する条例の一部改正について、教育委員会、水道課の案件です。 

 １、佐々クリーンセンター基幹的設備改良工事総合評価審査委員会と、し尿等前処理施設建

設工事総合評価審査委員会について、委員会として役割が終了したことから、今回削除をした

いとの説明を受けました。 

 ２、佐々町部活動の在り方検討委員会が令和５年４月に設置されることに伴い、別表に追加

したいとの説明を受けました。 

 ③佐々町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定等について、総務課案件です。 

 １、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律第51条の規定により、個

人情報保護に関する法律の改正に伴い、新規制定２本、条例改正４本、条例廃止２本の例規整

備を行うとの説明を受けました。 

 委員から、従来の法律は個人の権利、利益を保護することを目的とすると、ここの部分は変

わっていないが、新法律では個人情報の適切かつ効果的な活用が新たな産業の創出及び活力あ

る経済社会及び豊かな国民生活の実現に資するもので、個人情報の有用性に配慮するとあるが、

これまでの個人情報保護条例を今回改正するにあたっては、慎重審議の必要があるとの意見が

ありました。 

 所管事務調査（２）事業の進捗状況調査について、全課よりの案件です。投資的事業の進捗

状況について、各課から説明を受けました。 

 その他報告事項について、８件、その他報告を受けました。 

 ①佐々駅舎テナント募集結果について、企画商工課から募集を行ったが、公募者がいなかっ

たため、再度募集を行う旨の報告を受けました。 

 ②運送業・交通事業者への支援について。燃油費高騰の影響を受けている町内事業者に対し

て、燃油費の一部の支援を予定しているとの報告を受けました。 

 ③事業の繰越について。農林水産課、建設課からそれぞれ報告を受けました。 

 ④和解及び損害賠償について、建設課から概要と再発防止対策についての報告を受けました。 

 ⑤西九州自動車道４車線化工事について。 

 ⑥佐々川及び木場川の伐採、浚渫について。 

 ⑦主要地方道佐々鹿町江迎線、志方・古川間の道路拡幅について、建設課から進捗状況の報

告を受けました。 

 ⑧町民体育館屋根外壁改修工事（行政報告分）について。教育委員会から、工事内容に変更

が生じ、300万円から400万円程度の増額が見込まれるため専決処分により契約変更を行い、事

業を進めたいとの報告を受けました。 
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 以上で、産業建設文教委員会の報告を終わります。 

 

 （産業建設文教委員長 長谷川 忠君 降壇） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 次に、新庁舎建設に関する調査特別委員会の調査の報告を委員長からお願いいたします。 

 ６番。 

 

 （新庁舎建設に関する調査特別委員長 阿部 豊君 登壇） 

 

新庁舎建設に関する調査特別委員長（阿部 豊 君）   

 ６番、阿部豊でございます。 

 私のほうから、新庁舎建設に関する調査特別委員会の報告をさせていただきます。 

 開催日時が令和５年１月23日、出席委員は６名全員出席でございます。 

 説明のための出席者としまして、中村副町長、黒川教育長、山本総務理事、水本事業理事兼

庁舎建設室長、松田庁舎建設室長補佐、西庁舎建設室係長が出席しております。 

 案件としましては、新庁舎建設に関する調査について、事業費について、スケジュールにつ

いての２件でございます。 

 項目ごとに報告します。 

 事業費についてでございます。事業費については、請負額の年度間振分け及び実際の支払い

の流れについて説明を受けております。 

 工事名が、令和４年度佐々町新庁舎建設工事、請負者、谷川建設・大成住宅特定建設工事共

同企業体。請負額20億2,070万円、うち消費税１億8,370万円。予定価格としましては、21億9,787

万7,000円。請負額との差としまして、１億7,717万7,000円でございます。契約日、令和４年12

月14日。工期としまして、660日間ということで、令和４年12月15日から令和６年10月4日まで

でございます。 

 請負額の年度間振分け及び実際の支払いの流れについては、資料により説明を受けておりま

す。 

 また、工事費内訳について、主な工種ごとに、前回入札設計額と契約分設計額の差額及び率

について説明を受けております。 

 また、工事内容の変更についての説明も受けております。 

 その他としまして、事業費のその他で、いわゆる現場事務所の件、総務委員会報告でしまし

たとおり、第７分団詰所横、町有地についての説明も受けております。 

 委員から、工事費内訳、鉄骨、デッキプレートの仕様変更の確認、また、外装、屋根の仕様

の一部変更の詳細の確認、また、建設工事と並行し電算や備品整理等のスケジュールの確認、

また、デッキプレート、屋根等の仕様変更とあるが、デザイン性の問題、設計者との意図等を

含めた設計者との協議を行っていたのかという確認もしております。 

 気になる点としまして、キャノピーを１工区から今回除外されておると、詳細説明を受けて

おります。執行側としましては、キャノピーというのは、いわゆる入り口等歩行者の屋根の部

分でございまして、執行側は、キャノピー自体はほかの外構工事の際にも可能であるため、今

回の発注に際しては外したということでございました。 

 意見としまして、キャノピー、いわゆる入り口等歩行者の屋根の分については、住民の方々

が一番必要なものであると判断し、再度の検討を求めております。 

 ２点目、スケジュール等についてでございます。 

請負者提出の工程表により説明を受けております。また、起工式が３月19日の日曜日に予定
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されておるということで、各議員への出席を求めております。 

 委員会としましては、内容について確認、継続調査案件として終了しております。 

 その他の案件で、２件、委員からの提案を含めた内容がありました。 

 まず１点目、受動喫煙問題も解決できる喫煙コンテナボックスの提案についてでございます。

昨今、新庁舎での喫煙室について問題となっておると。いわゆる適正でない場所で吸うことが

社会悪であり、適正な場所で吸う権利もあるのではないかということで、町民も使える喫煙所、

受動喫煙問題も解決できる喫煙コンテナボックス、プラズマ脱臭機により99％を浄化、室外に

漏らさないということで、付近を通行する住民の副流煙の心配もなく完全分煙と。スロープな

しのバリアフリー化の実現、車椅子の住民の方も喫煙可能と導入メリットについて、川副委員

からの説明を受けております。 

 委員としましては、喫煙者、非喫煙者が快適に過ごせるまち、共存できるまちづくりを目指

すべきではないかと考え、今からの導入を含めて、設置スペース、導線等を検討していただけ

ればということで提案をされております。 

 その他の委員からの意見としましても、現在、文化会館横に、場所の確保を執行側としまし

ては考えられておると。再考の余地があれば、是非導入を考えていただきたいという意見や、

また、文化会館利用者も含めて屋外の雨の日には濡れる場所の確保のみの計画であると、現在

がですね。両方の住民の方々含めた、供用できるような場所を含めた検討を願われております。 

 執行側としましては、中村副町長から、委員から提案があったこの件について、議会と執行

と一緒に研究を重ね、よい方向に向くよう検討させていただきたいということでございました。 

 ２点目としまして、駐車場敷地の一部をコンビニエンスストア誘致できないのかということ

で提案があっております。 

 佐々町のシンボル建設、魅力となるアイデアをできるだけ詰め込み、多くの人が集うように

するため、誘致できないか。ＡＴＭ問題、24時間の公的サービス実施も可能と。借地契約を結

ぶことで収入を得、維持補修に充当可能と。例としまして、神奈川県の秦野市、日本では初め

て、平成19年市役所敷地内にコンビニ誘致と。他自治体も取り入れている現状があり、十分に

検討すべきと考えるがいかにということで、提案を含めた意見が横田委員のほうからあってお

ります。 

 執行側としましては、コンビニエンスストアの庁舎内への出店について、内部的に一度検討

した経緯があるが、この件については無理であったと。内部設置が無理であるということで回

答を得ていると。今回の提案は、敷地内への、庁舎内ではなく、敷地内への誘致の提案という

ことであるということで、改めて調査、研究をさせていただきたいという、執行側の回答があ

っております。 

 以上でございます。 

 詳しくは、お手元の委員会報告を御参照ください。 

 

 （新庁舎建設に関する調査特別委員長 阿部 豊君 降壇） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 次に、タブレット端末導入調査特別委員会の調査の報告を委員長からお願いいたします。 

 ２番。 

 

 （タブレット端末導入調査特別委員長 川副 剛君 登壇） 

 

タブレット端末導入調査特別委員会（川副 剛 君）   

 ２番、川副剛でございます。 



― 令和5年3月 第1回佐々町議会定例会（1日目） R5.3.7 ― 

 - 18 - 

 タブレット端末導入調査特別委員会の概要について報告いたします。 

 令和５年２月10日金曜日10時から調査を行いました。 

 案件は、タブレット端末導入に関する調査についての１件です。 

 １、令和５年度当初予算について、事務局より説明を受けました。 

 タブレット端末は、議会分ｉＰａｄ ＰｒｏのセルラープラスＷｉ─Ｆｉモデルを13台、三役

ｉＰａｄ ＰｒｏのＷｉ─Ｆｉモデルを３台、管理職分ｉＰａｄ ＡｉｒのＷｉ─Ｆｉモデルを

15台を購入予定としていることを確認しました。 

 端末のほか諸費用を含め導入１年目のコストについては、約750万円、２年目以降は約170万

円のランニングコストがかかることを確認しました。 

 次に、２、佐々町議会会議規則の一部改正（案）について、事務局より案について説明を受

けました。 

 第107条の２として、情報通信端末機器の使用を追加し、タブレットを議場や会議室へ持ち込

み、活用できる内容の改正を予定していることを確認しました。 

 次に、３、情報通信端末機器使用基準（案）について、他議会を参考に作成したタブレット

の使用基準（案）について説明を受けました。 

 委員より、第11条のアプリの管理については再検討するよう提案があり、事務局で再検討す

ることを確認しました。 

 最後に、当委員会として調査する案件はおおむね終了したが、電子データ化する文書とオン

ライン会議の導入の２項目についての検討がまだできていないので、タブレット端末導入後、

運用しながら出てきた諸問題やルールの見直しとあわせて、今後は全員協議会で取り扱ってい

ただきたい旨を、２月の全員協議会及び３月定例会へ報告することを確認しました。 

 以上で、タブレット端末導入調査特別委員会の報告を終わります。 

 

 （タブレット端末導入調査特別委員長 川副 剛君 降壇） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 委員長からの報告が終わりました。 

 以上で、日程第５、委員会報告を終わります。 

 30分まで暫時休憩といたします。 

 

 （11時13分  休憩） 

 （11時25分  再開） 

 

― 日程第６ 一般質問（須藤敏規議員）― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第６、一般質問を行います。 

 それでは、質問通告書の順で発言を許可します。 

 一問一答方式により、９番、須藤敏規議員の発言を許可します。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 議長の許可をいただきましたので、通告書に基づきまして質問をさせていただきます。 

 今回は２点から、１つは農業政策の方向性についてということと、２点目は民事基本法制の
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見直しでの今後の取組みについてということで、それぞれ３点ずつの視点からお尋ねをしてい

きたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 須藤議員、マスクいいですか。外しても結構です。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 農業委員会会長さんにおかれましては、本日は参集いただきまして本当にありがとうござい

ました。農業委員会の公選制が廃止されてから、はや６年目になろうとしておりますけども、

農業についての専門の立場から御指導いただく立場で御参集いただきまして、よろしくお願い

いたします。 

 まず、通告書によりまして、令和５年の農業委員会だよりの第49号の中に、一定の面積50ア

ールの要件が令和５年４月１日から廃止とあったわけです。そういうことで、今後、農業への

新規参入者を増やす目的は理解しているところでございますけども、混乱するのではないかと

懸念をいたしております。 

 そこで、行政機関の農業委員会として客観的なこれの許可の判断基準はどうだろうかという

ことで、まず第１点目としてお尋ねをいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会会長。 

 

農業委員会会長（吉野 裕 君）   

 お答えします。今回、農地法第３条第２項第５号の下限面積要件の廃止について。 

 現場の農業委員会からは、投機的な農地の取得や無秩序な小面積の農地所有者との参入によ

り、農地利用者の集積、集約化への支障などの懸念や不安の声が上がっているのは現状です。 

 現在の農業委員会による農地法第３条の許可基準につきましては、①耕作に必要な機械の保

有状況、労働力、技術の有無、②農作業への年間従事日数150日、③50アール以上面積を経営、

④周辺農地の集約化や水利利用への影響の有無について、基準を定例農業委員会で審議してお

ります。 

 御質問の下限面積要件廃止後につきましては、今後、農業者の減少、高齢化が加速する中、

経営規模の大小にかかわらず、意欲を持って農業に新規参入する方を取り込むことが重要と考

えます。農地等の全てを効率的に利用して、確実に耕作等の事業が行われることを条件に許可

をしたいと考えております。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 ありがとうございました。 

 農地法の第３条第２項以降の説明をいただきましたけども、例えの話は駄目なんですけど、

１アール取得しての農家をする方と10アール持って農家をする方がもしおられた場合、今説明

があられた機械を購入したり、150日するとか、周辺農地のことを考えたり、水利の問題など、

それぞれ地域の営農集落の関係者それぞれ取り扱いが違うんじゃないかと思っとるわけです。

組合費の問題もありますから、そこら辺の農家としての位置づけをどのように考えておられる
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のか。農林業センサスによりますと、農家とは10アール以上のさっき言われた条件の方と書い

てあるもんですから、果たして今度１アールとかそれ以下で、家庭菜園的なことで農地の取得

を求めてこられた場合、そういうのをどういう判断基準をなさっているのかなというとを、方

法については理解しているつもりでございますけども、来月から始まるもんですから、許可判

断基準は統一したものを、個々じゃなくて、どのように持っておられるのかなということでお

尋ねしたいんですけども。再度見解をお尋ねしたいです。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会会長。 

 

農業委員会会長（吉野 裕 君）   

 極小面積ですね、小さい面積でも、それが自家菜園、自家消費を目的とする農作物の栽培に

要する場合であっても、許可をすることは可能でありますが、権利取得後、当該農地、例えば、

その中の一部だけの事業しか行っていないとか、近傍の当該農地と自然的条件の利用上の条件

が似ている農地の生産性と著しく劣ると認められる場合は、農地等、効率的に利用耕作してい

るとは認められないというふうに判断していきたいと思っております。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 はい、分かりました。 

 それでは、次に、農家としての農地台帳の台帳整備についてお尋ねをしていきたいと思うん

ですが、今後、民法の改正で、それぞれ、農業委員会だよりでも会長が書いておられたとおり、

不動産登記とか、あらゆる国の補助事業、町の補助金、いろんな事業をするにあたっては、登

記とか整備されてないとできないような文言があったように思うんですけども、農家台帳の未

登記の土地っていうのはどの程度あるのかっていうのをちょっとお聞かせ願いたいと思いま

す。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 まず、未登記の件ですけども、まず４条、５条に、３条から４条につきましては、ちょっと

今調べている途中でございます。だから、面積等は今はっきり分からないという状況です。 

 それから、非農地通知を平成29年から出しておりますけども、これについても、まだ農地か

ら、うちの場合は山林もしくは原野のほうに地目を変更をしていただくようにしていますけど

も、まだしてないという非農地の登記もあります。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 今後は調べて、農家の方にとって情報を提供して、どうせ本人の農家の方に問題が起きてく
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る可能性がありますから、進めていただきたいと思います。 

 それから、非農地証明のことをおっしゃいましたけど、証明書を出すとと、登記をするのは

別個の案件ですから、しないならしないでいいんですけどと私は思っております。 

 それでは、耕地面積と遊休農地の状況についてちょっとお尋ねいたします。 

 令和２年ですか、農林業センサスで耕地面積が334ヘクタールありまして、今現在おさえてお

られる耕地面積は幾らになっておられるのか、あわせて、各推進委員さんが回られて、再生不

能とした遊休農地ですね。それが非農地になるのか分かりませんけども、使えない、再生して

も使えないという遊休農地はどの程度あるのか、２点お尋ねしたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 まず、耕地面積でございますけども、今現在は、334ヘクタール。遊休農地につきましては、

24ヘクタールを見込んでおります。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 遊休農地を24ヘクタール、見込んでいるとはどういうことなのか、実際。再生不能の判断し

たのが遊休農地という解釈でいいのか、再度確認したいと。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 農地については、毎年年１回、農地パトロールを農業委員と農業推進委員で、町内、班を分

けましてしておりますけども、その中でＡ評価とＢ評価とございます。 

 まず、Ａ評価のほうが今後再生可能な農地で、Ｂ評価のほうが今後再生不可能というような、

２つに分けまして、農地パトロールをしております。 

 この24ヘクタールについてはＡ評価で、まだ農地として使える農地として判断をしておりま

す。これが24ヘクタールです。Ｂ評価のほうは、今後もう山林化等をしておりまして、使えな

い農地と判断しまして、非農地通知を出しております。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 ということは、Ｂ評価というのが遊休農地で、そこが何ヘクタールなのかとお尋ねしたんで

すけど、先ほど24ヘクタールは再生可能という面積ですか。再度お答えください。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 24ヘクタールの遊休農地については、まだ再生可能という農地でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 もう１回、もう１回言ってやらん。 

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 遊休農地の言いました24ヘクタールについてはＡ評価でございまして、今後可能な農地とし

て判断をいたしております。 

 Ｂ評価については、今後不可能ということで、非農地通知―――（須藤議員「何ヘクタール

ぐらい」）ちょっとＢ評価の農地面積については、ちょっと今手持ち資料を持っておりません。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 そしたら、それは後で、また別の機会に聞きます。 

 それじゃあ、農地台帳の内容についてお尋ねしていきます。 

 法律によりましたら、台帳整備については、個人から請求があれば証明するとか、交付する

とか、閲覧するとかっていろいろ書いてあったもんですから、毎年、以前はですね、選挙関係

か何か分かりませんけど、各農家に農家台帳か農地台帳かを配られて本人が書いて届けたんで

すが、今農地台帳っていうのは職権で処理されているのかどうか、そこら辺。 

 もう１点は、その中にいろいろ、氏名、住所、面積要件いろいろあるですけども、補助金を

もろうた、国の補助金、中山間地、環境保全型の交付金、そういう記載がいろいろ書くように

なっとるもんですから、どの程度その中に整備をされているのか。その内容をちょっと大まか

に教えてください。 

 要するに、農地中間管理機構の手続関係はまず載せなくちゃいかんだろうと私は思うとるん

ですけど、あとは、国からもらう補助金、町からの補助金、そういう関係が、メニューですた

いね、農地台帳のメニュー。その中の内容と、もし情報公開じゃなくて、申請すれば交付でき

るもの。インターネットというですか、それでやっておられるかどうか分かりませんけども、

公表できる内容はどういうのがあるのか。自分自身でも、よく、どういう整備されているのか

はっきりせんもんですから、そこら辺は一応お尋ねしておきたいと。２点か３点お答え願いま

す。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 今、農地台帳につきましては、うちのシステムのほうで管理をいたしております。 

 まず、内容については、毎年農家のほうには発送しておりません。職権のほうで処理をさせ
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ていただいております。 

 内容につきましては、当然、所有農地と面積、それから賃借権ですね、賃借権の何年から何

年までという期間を全部中間管理事業、それから基盤強化法での農地の賃貸借、この２点は全

部システムのほうに入れ込んでいるという状況でございます。 

 それから、３条関係の生前一括贈与とかほとんど件数ありませんけど、そういった内容も全

部台帳のほうに入力をしているという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 ということはさっき言った国の交付金ももらっている農家、それから町から補助をもらって

いる農家、そういう区別は、記載はしてないということですか。 

 それとさっき言った、この土地は遊休農地であるか何かという記載もないということですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 はい、その分の交付金等のシステムの入力は、今のところはしておりません。ペーパー上で

管理をしているという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 ペーパー上というとどうなんですかね。農地台帳の整備の中には、そういうのは入れなくち

ゃいかんということはなってないわけですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 要は管理の仕方が言っておられるみたいやけんが。 

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 システムのほうで管理はできますけども、今ちょっとまだ入力が追いついてないという状況

でございます。 

 ペーパー上での管理というのは、まず先ほど言いました農地パトロール後に、Ａ評価かＢ評

価をしておりまして、Ａ評価については、まだ今後再生可能でありますので、農家の方へ今後

どうするかというアンケートをとっております。Ｂ評価については、今後再生不可能というこ

とで、今後、非農地にしていいかというようなアンケートをとっている状況でございます。 

 以上でございます。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 前段で質問した回答いただいてないんですけどね。さっき言った農地台帳の申請、公表、ど

の範囲までできるんですか、ちょっとお答えを。今もしあれば、何件程度あったのか、２点、

前の質問です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 暫時休憩します。 

 

 （11時45分  休憩） 

 （11時47分  再開） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 台帳の発行については、私が農業委員会に来てからは、まだ発行した経緯はございません。

過去の申請につきましては、ちょっと調査をさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 そしたら、私も、自分の農地台帳を確認したいと思われる方もおられますけど、申請すれば

できるということでしょうか。それだけ再度確認して終わりますので。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 耕作証明等を申請すれば、発行は可能だと思います。 

 以上でございます。申請を行いますと、台帳の発行は可能でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 今から農業委員会につきましては、非常に多くの仕事があろうかと私は思うとるもんですか

ら、やはり実践の農家の方とか、営農組合の方、農業の皆さんは大変だろうと思うんですから、

しっかり台帳を整備してないと、この土地が有効に利用されるかどうかというのを非常に心配
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しているもんですから、今後とも、早急に台帳の整備だけはしていただくように願っておりま

す。これで、次にいきます。 

 ２点目です。改選、公選制がなくて、新たに会長さんの権限で新設されました農地利用最適

化推進委員の件でお尋ねしていくわけですけども、本来の農業委員会の目的は農地等の利用の

最適化の促進ということが法律に書いてございまして、そのために農地利用最適化推進委員を

委嘱されておられます。 

 そこで、農業委員会等に関する法律第７条の指針、これと今の活動状況と農業者が回られて、

リタイアする実態はどうなのかということでお尋ねをいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会会長。 

 

農業委員会会長（吉野 裕 君）   

 農業委員等は、農地等の利用の最適化の推進が最も重要な必須業務として位置づけられてい

ます。担い手の農地利用の集積化、遊休農地発生防止の解消、新規参入の促進を行うこととな

っておりますが、本町におきましては、平坦地域と中山間地域が存在し、農業委員13名と農地

利用最適化推進委員５名で、５班に分かれ、それぞれの地域や実態に応じた取組みを推進する

ため、地域を周回し、助言や指導等の活動を行っていただいております。 

 しかし、農地利用集積については、機械等の搬入に便利な農地の集積ができていますが、中

山間地域のように条件が悪い農地については、集積が厳しいのが現状です。 

 効率性を高めるには、農地中間管理事業で地域協力金等の活用をし、条件の悪い農地につい

ても解消し、農地の集約化について取り組んでいく必要があります。 

 また、中山間地域では有害鳥獣による被害が発生し、耕作意欲の低下を引き起こす原因とも

なっており、遊休農地の増加も懸念されることから、町も今後発生防止に取り組む必要があり

ます。 

 それと、本町において、農家の担い手不足や高齢化が加速しておりリタイアされる農家が増

加していくことが懸念されるため、引き続き農林水産課と情報を共有しながら本委員会の使命

である農地利用の最適化の推進と、中心として、農業の健全な発展に寄与してまいります。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 現状は分かりました。 

そこで、リタイアする実態っていうのは、回られても何件あるという数字は抑えておられな

いということですか。どうですか。それはいいです。 

 今、推進委員さんの各地区、農業委員さんと推進委員の方で５班に分かれてなさっていると

いうことですけども、受持ちの件数、本来は推進委員さんの方が回る仕事なんですよね。これ

は。そこら辺でちょっと、１番から５名ありますね。木場地区、それから口石地区ですか。里、

口石、土手迎、浜迎、これずっとあったんですけど、今度の改選のあれにずっと担当地区って

書いてあったもんですから、それぞれのこの５人の方の担当戸数は、それぞれ何戸ずつなって

いるのか、ちょっとお聞かせください。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 今、御質問のとおり５班に分けておりまして、まず５班の班長を農地利用推進委員５名の方

にお願いしております。その中で農業委員を各班に分けてお願いをしているところでございま

すけども、全部で21集落ございます。 

 まず、１班のほうが６支部ですね。里、口石、小浦の４地区、土手迎、浜迎、水道、四ツ井

樋が１班になります。２班につきましては――― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 担当戸数、担当戸数。１班から５班までの担当戸数。 

 農業委員会事務局長。 

 

農業委員会事務局長（金子 剛 君）   

 農家の戸数は326戸でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 いやいや。 

 暫時休憩します。 

 

 （11時55分  休憩） 

 （11時56分  再開） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 要は、５人しかおられないですね。要するに、１人の方が80戸、１人の人は25戸とか。同じ

仕事をなさって、報酬見たら１万幾らで安いなと思ったもんですから。やはり、地区はある程

度戸数を並べた活動をしないと無理がくるんじゃないかなと思ったもんですから、参考的に戸

数を聞いてみたんですけど、把握していないならしていないで、後でそういう考え方を私は持

っていますので。 

 次に、推進委員の増員についての考えを会長にお尋ねしておきます。報酬、この募集の要項

を見たら、報酬が非常に少ない。いや、その少ない中で活動してもらえば助かるんですけど、

全町内会の農家を回られて、定期的に家庭訪問をしてどうなさっておるか、よく活動状況が分

かりませんけども、行って、相談を受けて、それを報告して、いろんな業務が、日報とか昔あ

ったんですけど、それを活動状況ということで交付金がきていた時代、私たちはそう覚えてい

るもんですから。 

 それで、今13人農業委員さんがおられますから、条例事項ですから、これは執行部のほうに

後でお尋ねするんですけど、275戸の農家で13人の農業委員さんがおられる。適当かどうかなと

思うとこもあるもんですから、10人10人、推進委員と農業委員さんを、今後そういう形が、活

動状況にもよるんですけど、そういう考えはあられるかどうか。私見でも結構ですので、会長

さんにちょっとお答えいただけますか。活動しやすいようにですね。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 農業委員会会長。 

 

農業委員会会長（𠮷野 裕 君）   

 推進委員さんの数につきましては、法律で100ヘクタールに１人と定められており、佐々町の

場合、当初のこの５名で活動しております。農業委員の数につきましては、1,000ヘクタールや

ったかな、以下では14人までのうちとなっておりますので、本町の場合は13人で活動しており

ます。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 言うのを遅れましたけれども、９番の一般質問が終わるまで時間を延長させていただきます。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 要するに、大変だろうと思うんですけれども、法律は国がいいように作っているだけですか

ら、そがん気になさらんで、増やすなら増やしても、そがんないと思うんですけど、よく研究

なさっていただければなと思います。 

 そういうことで、農業委員会のいろんな意見は町長部局も意見として出されますので、そう

いう手法をとられて、今後は活動していただければ助かりますけど。 

 これで次に行きますので、議長、どうぞ。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 この１問目が、農業に、町長までので終わってからにしますので。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 それでは農業関係ということで、今度は町長部局のほうにお尋ねしていきますが、前段を踏

まえましてお答えしていただければと思います。 

 御存じのように、世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大とかロシアのウクライナ侵略等

の影響で、全世界的に肥料とか生産資材とか価格の高騰で、全国的なんですけど、食料の安定

対策の重要性が再認識されたのではないかと私は思っております。 

 国では、今国会において防衛予算ばかりが議論されておりますが、いざ戦となれば要るのは

何かということで、今度は食料なんですよね。食料がなければどうもないということで、今、

来年度中ですか、新しい食料・農業・農村基本法が昨年の12月に案が出まして、形だけの部会

に諮って、それを出てくるような形になって、さほど期待するものではないと私は思っている

んですけども。そういうことでお尋ねしていきます。 

 そういうことで、地域の実態は大きな営農集落もあれば小規模な営農集落もある。地域の実

態から見て、将来に希望が持てる佐々町の農業振興を進めていく、町長のお考えを伺いたいと

思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 
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町  長（古庄 剛 君）   

 今、須藤議員がおっしゃったように、農業を取り巻く問題というのは大変厳しい今状況でご

ざいます。やはり本町の農業政策というのが、たくさんの課題を抱えているということも我々

も認識しているところでございます。農業従事者の高齢化ということでもありますし、やはり

後継者が少ない。先ほど申されましたように、ブランド化を推進するための独自の政策が見当

たらないということもありますし、それから本町の農地というのが、先ほど御存じのように中

山間地域が大半を占めているということで、中山間地域は特にイノシシとか鳥獣の被害が多い

ということで作付けに対して、それから、もう１つは水資源も乏しいということで、いろいろ

な効率化を考えればなかなか厳しいのではないかということで。 

 先ほど農業委員会でもお話がありましたように、遊休農地が増加しているという現状で、な

かなか厳しいわけでございますけど、この遊休農地も二、三年もすると、すぐ何もしないと山

になっていくということで、森林が生えてくるということでこれも厳しいわけでございますの

で、この遊休農地になっても、毎年の手入れをするような仕組みができれば我々も、やはり今

から食糧需要というのは大変厳しい状況が出てくるのではないかと。人口全体的に減るわけで

ございますけど、食糧自体は外国に頼っているわけでございますので、これは日本である程度

の調達ができるような方法もとらなければならないと。そういういろんな課題を払拭するため

には、やはり農地の今できるところは維持していかなければ、担い手が少なくなってきている

わけでございますけど、将来的に備えるためには、やはりその農地を維持しなければならない

というのが我々の職務じゃないかと思っていますし、町独自としても、いろんな農業用施設の

補修とか原材料の支給なども考えているわけでございますけど、今後の高齢化が進む中では、

労力をどうするのかというのも問題が出てくるのではないかと。いろいろなことが出てくるわ

けでございます。先ほど須藤議員がおっしゃったように、日本の人口は減少しているんですけ

ど、世界の人口は増加しているということの中で、食料の輸入というのは減少しているわけで

ございますけど、日本国内での食料の調達というのが大変今から出てくるのではないかと、町

として。そういうことで推測されるわけでございますので、農地用の耕作がなくならないよう

な手段を考えてやっていかなければならないのではないかと思っていますし、解決するために

も佐々町に合った作物作りとかいろいろなこともやらなければならないし、それから、兼業農

家の方もたくさん今いらっしゃるわけでございますけど、やはり農業の振興というのが、これ

から十分、農業の従事者の確保とか農地の確保をしなければならないんじゃないかと考えてお

りまして、やはり農業経営が成り立つ環境というのを私どもはやっていくのが我々の責務じゃ

ないかと思っていますので、今後とも本町の農業振興はやっていかなければならないと思って

いますし、皆さん方との農業の関係者方ともいろいろな話合いをしながら、アイデアを出し合

いながら農業の振興に努めていかなければならないと考えておりますので、どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 分かりました。できるだけ農地を確保していくということですね。 

 農林業センサス、担当からもらっているかどうか知らんですけど、先ほどからも農家戸数か

ら全体として、米、稲作、水稲ですね、96戸、センサスからですよ、令和２年度の。農家が96

戸、肉用牛で20戸、施設野菜で７戸、路地野菜で６戸、工芸農作物というのはお茶ですかね、

よく分からない。大体こういうパターンで、佐々町は米と牛と野菜との複合経営体というのは

ほとんどということです。あと、収入はちょっと調べてみたんですけど、201戸ありましたね。
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販売なしというのは、これは50万円未満の農家ということですかね。分からないですけど。50

万円未満の農家が64戸。あと50万円から100万円が47戸、大体100万円から300万円が24戸。大体

農家所得が300万円以下の方が非常に多いということですね。ですから、町長が町政の政策を打

たれるとき、どのレベルを見て政策を打っておられるかちょっとよく分かりませんけど、農家

は今そのような実態ということです。 

 ですから、この状況から見て、先ほど町長おっしゃいました、農業委員会だよりも１月号の

挨拶の中で主なものが３点書いてありました。食料の安定供給の確保ということで、うんぬん

こうで、主な農作物販売についてやるということで、水稲、肉用牛、施設・路地野菜、お茶。

新規作物というのは想定しないのかという問題が出てくるわけですけども、どうするのかなと

いう課題が１つあります。農業の担い手の発展の確保ということで書いてございました。さざ

んか応援隊に雇用して300万円ぐらい出して、多分農協さんも半分出しておられると思います

けども、そういう形での本当に農業の担い手になっていくのかなと、私、疑問を持っておるも

んですから、どのような見解をお持ちなのか、担い手の確保に対してですね。 

 １点、２点言った。あと３点目。有害鳥獣からの被害防止ということでです。いろんな猪と

か鹿とか、捕獲等の奨励金を出しています、単独事業で。それと、有害鳥獣駆除の130万円ほど

委託されて対策をお願いしている。これで農業生産をするための対策が取れているのかなとい

う私は疑問があるもんですから。 

 その３点ばかり、今の言ったものにお答えを願えればと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 今、お話がありましたように、なかなか有害鳥獣とか、それから新規就農者、やはり新規就

農者を育てなければなかなか農業の、それから食料の需給というのも今厳しいわけでございま

す。 

 それからもう一つは、やはり特産品といいますか、特産品的なものを開発を進めて販路拡大

というのもやっていかなければならないと思っていますし、そういう課題がたくさんあるわけ

でございます。 

 この農業というのは、やはり我々の１番の原点といいますか、食料が入る原点でございます

ので、水稲農業についても、水稲だけでもなくていろいろなこともやっていかなければならな

いと思っていますし、先ほど申しましたように、人口は減少するけど食料の自給率は悪くなる

ということも考えられるわけでございますので、日本である程度の食料を作るためには、我々

のこの中山間地域でもございますけど、そういうことを一生懸命やっていかなければならない

と思っていますので。 

 町としましても、農業の経営というのが、展望が明るくなるように我々も努力して、農協と

それから農業関係の皆様方とよく協議をしながら、本町の農業振興に努めていかなければなら

ないんではないかと思っていますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 農業の大切さを言っていただいて、原点ということは本当にそうなんですよね。いろんなと

ころがなくなってきたら本当の食べることの飢えというのがはっきり分かってくると思いま
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すから。私も父から、じいさまから聞いてきた古い人間ですから。終戦後は食料がなくて、そ

れぞれ農家に買出しに行ったとか聞いてきましたから、もう少し食料がなくなればいいなって、

悪いですけど思うときもあります。 

 そういうことを、今言われたように原点ということで、販路拡大と言っても、消費者が何を

求めているかですね。御存じのように、米は作ればもう満杯で、安くしか叩かれて売れない。

どこに問題があるかと言うと、さっき言った中間におる方です。生産も悪いけど、農薬会社も

肥料会社も全部悪い。都合、都合をして、間で省いていきよると私は思うとるもんですから。

直接売れる方法とかそういうのがないのかなとか模索するわけです。それで、いろんな国の政

策としては、米は余る、しかし、消費者は何を求めるのか、パン食とか麺類とか、そっちに向

かっているから、そっちに多分政策的にはそっちに向かった政策が打ち出されてくるだろうと

思うとるとですけどね。 

 ですから、町長さん、さっき言われた農協さんとか農家の方とか農業委員会、本体的には佐々

町の地域再生協議会という太い組織があるわけです。農協も入れば普及センターも入る。本来

的に農業をやる人たちがそこで考えてもらってアイデアを出さないと、行政は後押ししかでき

ないんです。率先してこいと言っても農業が分からん者が引っ張っていっても誰がついてくる

ですかと私は思うとですね。ですから、あそこでしっかり固めて、各地域はどういう作物を作

るのか。木場みたいに立派に頑張っておられる農家もありますよ。営農組織の団体を、センサ

スを見ますと１つ、法人が１つ、あとは個別経営体でそれぞれの方が農業をやっておられます

から。そこら辺は何とかうまくいかないのかなということで、ずっとお尋ねをしております。 

 先ほど、農業委員会の会長がおっしゃったとおり、平地の田んぼはどこですか、大新田です

よと。昔はいった。ばってん、政策的には農振除外は政策で町長がなさった、農地は減った、

さあ、企業はくる、ああ、こない、また起こそうかと、そういうことですから。要するに、全

て大体広い土地は農振地域の青色って言うんですかね、振興地域。そいけん、制限をかけない

でやってくださいって私は思うわけです。町全体は農振地域でも結構なんですけど、山間部で

傾斜にあるとか、谷底にある田んぼとかは制約かかられても、今からは公的にお金は投資せん

のでしょう。原材料をやったり、ちょこちょこ補修したって、もてるような水路じゃないんで

すよ。農道もしかり。そういうことをよく考えていただきたいと思って、質問していくわけで

すので。 

 今後は、先ほど言われたように、各関係機関が協力して、新たな佐々町だけの農業政策を打

ち出していただきたいと思います。本来というのは、佐々町１つで、１つの営農集団でもでき

ればなと私は思うとるとですけど。そこそこの村からずっときた社会ですから、水の問題、干

渉水利権とかあるから大変だろうとは思うんですけど、改めて、例は言いますと、例えば、想

定外って岸田総理がいつも答弁せんとですけど、例えば、営農集落を３つに分けて、学校給食

って今佐々町の農家が作っている作物は何かって言うと、米、野菜、いろいろあるんですね。

直接３つの小中学校に納める食の教育ということで、納めるような形。口石小学校、佐々中学

校、佐々小学校に納める。各営農集落がまとまって、ある程度の量を出せるような体制をとる

とかですね。そういうのも一つあるんじゃないかと思うんですね。 

 ほかもいろいろあるんですけど、ここで言ったらまた駄目ですから。そういうのを是非意見

として申し上げておきますので、是非再生協議会の中で協議いただければと思って、農業関係

についてはこれで終わります。拝聴ありがとうございました。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 暫時休憩します。 
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 （12時17分  休憩） 

 （12時17分  再開） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）  

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 ２点目の民事基本法制の見直しでの取組みということで、第１点目に、所在者不明土地の解

消に向けた民法・不動産登記法とか民事基本法制が見直しで、令和５年度から順次施行されて

いきます。町有地内に登記できていない事案があろうかと思いますが、処理できることとなる

のかはいかにということでお尋ねいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 今、須藤議員からお話がありましたように不動産の登記法などの令和５年４月から順次施行

されるということで、改正されるわけでございまして、先ほどお話がありましたように、この

ような土地に対しての改正後の民法の規定に基づきまして、所在が追い切れない不明者の持ち

分の裁判により取得するということが、法的には可能になったということでございまして、 

一方では、町が制度を利用しながら町有地の整理を行うのも、所在者との不明者等としての手

続とか、それから裁判によりまして、不明人の共有者の持ち分を取得後の手続とか、後に権利

者が現れた場合、時価相当額を請求する権利があるということも言われておりますので、現段

階においても、課題が多くあるわけでございますけど、町としましても専門的な判断を重要だ

と考えておりますので、町としまして、民法とか不動産登記法の制度改正の活用を含めながら、

引き続き共有者の相続調査をしっかりしながら、一つ一つの登記を進めていくという考えで今

取り組んでいますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）  

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）  

方向づけだけは分かりました。それで、財産調書の中に分からないのがあるんですけど、宅

地、山林、原野、田、畑、雑種地とあるんですけども、こういうのとか普通財産の件なんです

けど、今から財源確保のためにはこれを貸し付けるとか、売買していくとか、そういうのが必

要になってくるのかと思うんですが、そういうところでこの登記関係はどうなっているのかな

と思って心配するわけです。宅地、山林、ここら辺の名義をどこにあるのかという、台帳整備

については十分にもうできているということで認識しておけばいいのかどうか。今、どの段階

まで進んでいるのかというのをお尋ねしておきます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 総務課長。 

 

 



― 令和5年3月 第1回佐々町議会定例会（1日目） R5.3.7 ― 

 - 32 - 

総務課長（大平 弘明 君）   

 総務課所管の町有地につきましては、現在２か所の４筆の確認はしております。それぞれ財

産台帳のほうには記載をしております。そのうち、普通財産が１か所の１筆、行政財産が１か

所の３筆、こちらのほうが共有名義となっており、まだ町全部の持ち物となっていないところ

でございます。そのほかにもまだ山林、農地等につきましては確認作業中でございますので、

現時点で全てが町有地として登録されているということではございませんので、よろしくお願

いいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 分かりました。やはり台帳をちゃんと整備して、その土地が生きた土地になるかどうかをは

っきり分けて進めていただきたいと思います。 

 それから、共有名義の指導関係、各課にお尋ねしますけども、今度の改正なんかで道路の舗

装、共有名義関係であろうかと私は認識しているんですけど、そういう問題とか、樹木の伐採、

道路にはみ出した分とか、いろいろあろうかと思うんですが、そういうのはどのような今から

処理していくお考えなのかですね。あとは、水道管、下水道管の新設とかそういう関係がどう

なっていくのか、ちょっと進め方についてお尋ねしておきます。 

 それともう１点は、さっきは旧公民館の後の土地についての答弁は、さっきの件でいいんで

すかね。じゃあ、２件、お願いします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 まず、上水道、下水道の関係で、制度的なところをちょっと説明しますとちょっと長くなり

ますので、今の対応状況ということでお答えをさせていただきたいと思います。 

 今回の民法改正でライフライン設備の設置使用権というところで、これまで法的に明確にな

っていなかったものについて明確化をされたということがございます。これが何を指すかとい

いますと、例えば水道のほうでいきますと、給水装置の関係が出てまいります。本管から個人

宅へ引く給水管というふうに考えていただければよろしいかと思いますが、これについて、例

えば、佐々町でいきますと給水条例というものがございまして、この給水管の施工はそれぞれ

個人がなさるんですけれども、これのルートといいますか、そこに他人の土地を通る場合とい

うときには、佐々町においては利害関係人の同意書等の提出を求めることができるというふう

な規定がございまして、これによって他人の土地を通して御自宅まで給水管を引く場合という

のは同意を求めているのが現状です。 

 今回の民法改正によりまして、これは他人の土地に、今言いました給水管を通す権利を土地

の所有者、他人の土地に通す権利を有するというふうな民法改正にはなっておりますが、だか

らといって、その他人の土地に対して、全く同意も何も得ずに勝手に引いていいですよという

ことではございませんで、一応、その権利は有しているけども、最悪、その土地の所有者が不

明である場合、そこを通さないとどうしてもいけないと、それ以外に方法がないという場合に、

簡易裁判所等での公示による意思表示ということで、ここを通しますよという通知をすること

によって、その同意がなくても通すことができるというふうな、法的な解釈としてそういうふ

うな解釈がなされております。 
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 県内市町の状況を申しますと、先ほど言いました、佐々町では同意書等の提出を求めること

ができるという規定にしておりますが、県内の２市ほどは、同意書の提出を求めなければなら

ないというふうな規定にしている市が２市ほどございましたので、そこについては条例の改正

をなさるということですが、それ以外の市町については、条例改正はせず、取扱いについても、

今後も基本的には同意を求めていくのを基本としながらも、どうしても先ほど言いましたよう

に同意がとれない場合は、民法の規定に従って、しっかり簡易裁判所等による公告等をしてい

るということを確認の上、給水装置の工事の許可を出すというふうな取扱いでいくようにして

いるところでございます。 

 水道課のほうは以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 建設課においても大体そのような考えで進む、考え方がそうですから、案件の道路の舗装関

係は承知しておられると思うんですので、よく処理をしながら進めていただきたいと思います。 

 時間があと４分ほどしかございませんので、４番についてはまた別の機会にさせていただき

まして、最後の空き家対策にいきます。 

 空き家等対策計画ということで、本月で終わるようになっているようでございますが、前回

の空き家対策の中で実態調査した結果、303戸の空き家があったが、取組みの成果は５年間でど

うだったのかということと、また、今後の計画はいかにということで、１問目としてお尋ねし

ます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 議員の御質問の空き家対策につきましては、老朽化などによりまして状態の良くない状態と

いうことで、危険家屋の地域住民への生活環境に悪影響を及ぼすということで、早急な対策が

必要であるということですので、空き家対策を推進していくものとしまして、平成30年３月に

策定をしたところでございまして、30年から４年までの５年間ということで―――（須藤議員

「時間なかけん、対策のところだけでいいです。」）すみません。実績としましては、令和２年

度の１件、それから令和３年度に２件の実績を伴っているということで、今後とも住民の皆さ

んの相談を受けながら危険家屋、通学路に影響がある場合には、十分所有者に説明を行いなが

ら是正していきたいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 303戸のうち、特定空き家として危ないということできたのが70戸あったうちの今、町長答弁

では３戸が終わったということですね。まあそれ、課長から後で一緒に答弁していただきたい

んですけども。そしたら、１戸ずつ、分類について、倒れることばっかり空き家対策で書いて

いるから、法律が求めているのは、そういう周りの住環境に対して影響を及ぼすとか、そうい

うとの４項目があるんですけども、もともとのこの計画のその450万円して作ったのは、この倒
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壊の恐れのある分だけがしたんですか。そして、あとこの70戸はどうやって解消していこうと

考えているんですかね。よく分からんとは、この１件２件というのは町でしたのか、それとも

所有者に対して指導しながら解消された件数なのか。解消されたのはどうかということです。

もう時間がないから、それと合わせて、今後、もう３月で終わるんだけど、次の年度からはこ

の計画を作る意思はあるのかどうか。そして、この70戸というのはどのように解消していこう

かなと思っているのか。ほかの県でよくテレビであっているのが、太い昔のホテルが幽霊ホテ

ルになって、遊び場になったり落書きがあったり、いろいろなとがあるから、町長以下私たち、

団塊世代が亡くなっていったら、多死、多く亡くなる時代がくるから、空き家が増えるだろう

ということで、この対策を早くしないといけないということで進んできたと私たちは思ってい

るものですから。やはり解消していかないと、隣に倒れてきて家に迷惑かかったら大変だとい

うことで。困った土地は町が代執行でするように今度なるんでしょう。なったとでしょう。そ

こまで、どこまで進んでこれを解消しようと思うとるのか。それだけ答えて。あと30秒。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 建設課長。 

 

建設課長（山村 輝明 君）   

 303の空き家のうち、町長がさっき答弁しました３件につきましては、補助制度を活用して解

体した分が３棟でございます。そのほかにも、倒壊しそうなところに文書で通知をお知らせし

て解体した分が１か所と、また、その他で把握している分ですけども、８棟が自主的に解体を

されておりますので、現在303棟のうち11棟が解体が済んでいることとなります。空き家の解体

の状況でございます。 

 それと―――（須藤議員「もう時間がないけん。最後。」） 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ９番。 

 

９  番（須藤 敏規 君）   

 本当に１分オーバーしましたけど、議長、申し訳ございませんでした。 

 今後、空き家対策については十分に計画練ってやらんと、大変なことになると思っておりま

すから、また予算委員会の中でもお尋ねしていきますので。 

どうもありがとうございました。これで終わります。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 以上で、９番、須藤敏規議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩といたします。 

 

 （12時32分  休憩） 

 （13時30分  再開） 

 

― 日程第６ 一般質問（永田勝美議員）― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、一問一答方式により、４番永田勝美議員の発言を許可します。 
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 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 ４番、永田勝美です。私は日本共産党佐々支部を代表しまして、佐々町が、憲法が日々の暮

らしに生き、平和で安心して住み続けられる町としていくことを目指して、質問を行います。 

 私は、まず最初に、町政の基本姿勢について質問いたします。 

 最初は、政府の軍拡方針について町長はどういう態度をとるのかということについて質問い

たします。もちろん安保外交の問題は国が主に取り扱うことは明らかであり、大変異例の質問

だと思いますが、町民の暮らし、安全を守るべき町長として、町政として見過ごしにできない

事態が進んでいるのではないかと考えるものであります。町長の見解を伺いたいと思います。 

 そこで、質問いたします。昨年末、政府は閣議決定として防衛３文書を発表いたしました。

その内容は大変驚くべき内容となっています。 

 １つは、敵基地攻撃能力を明記しました。国連憲章が禁止している先制攻撃を可能とする立

場であり、これは従来我が国がとってきた専守防衛を逸脱することは明らかです。敵基地の攻

撃能力をつけるために莫大な軍事費を投入しようとしています。５年間で43兆円もの国費を投

入しようとしています。軍事費倍増です。 

 こうした事態は、国民生活の困難に拍車をかけることになるのではないか。既に国民の２月

のＮＨＫの世論調査では防衛費増強に賛成と反対がそれぞれ40％ということで、全く世論は分

かれています。さらに、この防衛費増額に関わって増税を行うということについては、７割近

い皆さんが反対を表明されています。 

 こうした事態、こうした政策について、町長はまずどのようにお考えか述べていただけます

か。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 大変難しい質問でございまして、この町として、国の防衛とか安全保障政策に関わる重要な

ことでございますので、その具体的な内容については国の場、国会の場で議論すべきものであ

って、私どもがいろいろ言うべきものではないんではないかと考えていますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 それでは、少し角度を変えて。佐々町は非核平和宣言を持つ町であります。佐々町の非核宣

言の中には、美しい自然、豊かな文化に恵まれた郷土と平和な地球を守り、子孫に引き継ぐこ

とは今を生きる私たちに課せられた最大の責務であります。そして、多くの犠牲者の上に現在

の自由と平和があることの尊さを再認識しなくてはならないなどと述べておりまして、それで

世界が不信と対決の時代から対話と協調への時代へ移行しつつある今日、私たちは全人類の共

通の願望である恒久平和の実現のために、国の堅持する非核三原則のもとに全ての核兵器の速

やかな排絶と戦争紛争のない世界の実現を強く望むものである。自由と平和の実現、豊かで美

しい郷土と地球を守る、地球の永遠なることを願い、ここに核兵器排絶、平和の街を宣言する

というのが1998年に制定されています。これ、町議会の決議で宣言しているわけですけども、
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その当時とかなり情勢は変わってきたというふうにお考えなのかというふうに思います。確か

に、ロシアのウクライナ侵略や、あるいは中国の武力による様々な力による偏向といいますか、

現状の偏向などの動きというのは強まっていると。しかし、こういった中で、本当にいわゆる

武力の強化によって、平和を維持するという考え方がどうなのかということについて、町長は

どのようにお考えか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 今、永田議員がおっしゃったように、本町においては平成21年に世界恒久平和ということで、

実現に寄与することを目的としました平和首長会議に加盟しておりまして、また先ほど申され

ましたように、平成10年に佐々町議会の発議によりまして核廃絶のまち、平和のまちの宣言を

行っているということで、日本の非核宣言の自治体協議会に加盟しているわけでございますけ

ど、この国の防衛費の増大が平和政策にどうなるのかというのは、やはり我が国の防衛の安全

保障政策に大きな関わりがあるということで考えておりますので、国会でこれは十分な議論を

尽くされる事案でありますので、そこを御理解をいただければと思っていますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 確かに、国会で議論されるべき課題は多いわけですけれども、しかし、かつて昨年の秋の世

論調査では、防衛費増強に賛成という世論は全体の６割を超えていました。それが、急激に反

対が増えてきたというのは、やはりその中身について非常に大きな疑念等々があったからでは

ないかと。そもそも考え方の問題ですけれども、いわゆる日本は憲法９条で戦力を持たないと

いうことを宣言していますし、政府もいわゆる他国に対して脅威を与えるような戦力は持たな

いというふうに、一方では言っているわけです。 

 他方では、いわゆる抑止力としての敵基地攻撃能力なのだという議論があります。他国に脅

威を与えない抑止力というのは、抑止力にならないというのは、軍事力でいえば常識なんです

けれども。大変非常にレトリック、ごまかしというか、そういう議論だなという感じがします。 

 そういった正体というのがだんだん分かってきたのではないだろうかということで世論の

変化がある。そうしたことはやはり私たち実際にそうした佐世保に基地があり、そういったと

ころに、佐世保基地についても、いわゆる核攻撃にも耐えられるような強化をやるんだという

ふうに言っていますし、全国にある自衛隊基地２万4,000棟の施設を全て核攻撃に耐えられる

ような増強をするのだというふうな計画も出されていますよね。そういったことが私たちの暮

らしや私たちの街にどのような脅威や、あるいは安心を与えるものになるのかということは極

めて重要な問題であるというふうに思いますし、そういった意味では、私たちはやはり基本的

な考え方については発言をしていくべきではないだろうかというふうに考えるものです。 

 既に軍事力増強について、自治体として決議をあげている広島の自治体もありました。そも

そも憲法前文の平和主義、憲法９条の戦争放棄、戦力不保持を実質的に破る大転換を政府の一

存で閣議決定で強行することは、立憲主義に反する暴挙ですという、これは街の意見書なんで

す。そういう街もあります。 

 私は今回の敵基地攻撃能力の保有や軍事力の大幅な増額を行う安保三文書の閣議決定は、直
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ちに撤回すべきだというのが私の意見でありますけれども、基本的な考え方として、やはり防

衛力、武力の強化で安全を守るという考え方について、それが正しいと思うかということにつ

いて、町長、御意見をいただけますか。それは、やはり町民に対する姿勢としては、やはり非

常に重要なことではないだろうかと思うので、ぜひ所見をいただきたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 我が佐々町にも１万4,000人の人口を抱えていまして、やはり考え方もいろいろな住民の方

がいらっしゃるわけです。それを私が一概にこうこうですよということは述べられないんじゃ

ないかと思いますし、やはりこれは先ほど申しましたように、防衛費の増大というのはいろい

ろな時期的な考えもあると思いますし、国がどう考えているのかというのは私どもはいろいろ

な情報しか分からないわけでございますけど。そういうことで国の防衛とか安全政策というの

は、国が考えて、町村がどうこうっていうのはなかなか厳しいのではないかと思っております

ので、やはり国会の場で、与野党全部議論していただいて、どうするのかというのははっきり

決めていただければ、それに従ってやらなければならないんじゃないかと思っていますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 大変残念なんですけれども、それはどういうことかと言いますと、憲法は、要するに武力に

よる威嚇等々については禁止をすると、戦力は持たないということまで９条２項では述べてい

るわけです。そして、この憲法というのは誰が守るべきものなのかと。それは、いわゆる権力

者が守らなくてはならない。国が守る、あるいは自治体が守る、いわゆる公務員は憲法を守る

ということはその使命ですよね。そういう立場からすれば、この憲法を擁護する立場というの

はやはり明確に持っておくべきではないだろうかと。だから、武力による防衛力増強について

どうこうということを言っているわけじゃない。私が言ったのは、武力による威嚇やそういっ

たものというのは憲法は禁止しているでしょう。だから、武力によって平和を作り出すという

考え方は、憲法の考え方とは違いますよね。そのことについてどう思いますかということを聞

いているわけです。そのことについて、私は人の意見に、人の意見にというか国会の議論に任

せますというんでは、それはやはり憲法を遵守すべき立場という、いわゆる権力者、町の最高

権力者としての立場としてはやっぱり適切ではない。憲法を擁護する義務があるわけですから。

それはやはり是非立場についてお考えいただきたいということを申し上げておきたいと思い

ます。 

 次に、諸般の問題ですけれども、特に物価高騰が今、私たちの暮らしを襲っています。昨日

発表された２月ですかね、実質賃金が4.2％の減と、前年比。要するに、物価値上げに賃金が追

いついていないという事態が明らかになっています。この３月、４月にはさらなる値上げラッ

シュというのが続いていますし、身近なところではバス運賃も４月から改定されるということ

であります。 

 そういった中で、特に大企業でない中小企業に多くの皆さんが働いておられる佐々町の皆さ

んの中で、本当に物価の値上げについては大変な事態が進んでいるのではないか。電気代やガ

ス代が大幅に上がったという声が溢れています。 
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 そうした中で、確かにことし、いわゆる生活応援の商品券をこれから配られるということに

ついては、これは非常にいいことだというふうに思うんですけれども、それだけではなくて、

本当にやっぱり困った方々への様々なサポートというのを強化していく必要があるというふ

うに思うんです。町としてできることというのは限られているかもしれませんけれども、町長

として、この物価高騰についてどのようなことを今後進めていこうとお考えなのかということ

についてお答えいただきたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 永田議員がおっしゃるとおり、昨今の物価高騰というのは我々も大変頭が痛い問題でありま

して、様々な品目で、先ほど申されましたように高騰しているわけでございまして、まだ今後

も高騰するのではないかという見方もあるわけでございます。 

 これまで国が各種のありましたように、給付金とか原油の高価格の高騰対策とか原材料の食

料などの安定供給対策など様々な対策を今、講じているところでございまして、町でも先ほど

申されましたように、生活応援商品券や、それから農業の肥料とか飼料の購入費の補助とか、

それから学校給食の食材の経費に対する補助などを現在行っていたわけでございますけど、ま

だ令和５年度については、学校給食の食材の経費に対する補助とか、保育所の副食費に対する

補助とか、学童保育のおやつなどに対する補助というのも今予定しているところでございます。 

 しかしながら、やはり町民の皆様の生活が依然として苦しい。苦しいといいますか、そうい

うことで我々も認識しているわけでございまして、今後もやはり物価の状況というのは注意し

て見ていかなければならないんではないかと思っていますし、やはり国としましても、物価と

かできる限り必要な対応をしていただければと思って、国と県がしていただければならないん

ではないかと思っていますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 もちろん国や県が大きな役割を担っていただくことは重要だと思うんですけれども。町とし

てお考えのことがあれば伺いたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 先ほど永田議員からもお話がありましたが、やはり大企業の方々が賃金ベースアップすると

いうことで、ニュースとかいろいろな報道があっておりますけど、この中小企業に対してどう

なるのかというのは我々も大変関心を持っていますし、やはり賃金と物価というのは好循環を

生まなければならないということで、物価上昇だけぼんぼん上回っても、なかなか景気的にも

よくならないということで、やはり町内の中の小さな企業というのは大変厳しいのではないか

と思っていますので、我々としましても今後この機会があれば、皆さん方に賃上げの働きかけ

とか、そういういろいろなことを機を見てやっていかなければならないのではないかと思って

いますし、やはり、今後また住民の方にどういうことが、効果があるのかとよく考えながら、
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町としてやっていかなければならないと思っていますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 是非おっしゃられるような取組みを具体化していただきたいということを述べておきたい

と思います。 

 次に、子育て支援の問題について質問に入りたいと思います。 

 まず最初は、小中学校の学校給食の無償化の問題です。昨年来、何回か質問させていただき

ましたけれども、昨年末現在で新聞報道によれば、254の自治体が小中学校の給食費を無償化し

たと。全国の１割を超える町が無償化を始めたか、あるいは始めるということが決まったとい

うふうに報道されていました。大きな町でも政令指定都市や、あるいは県段階でもそういうよ

うな動きというのも出てき始めているという状況です。年明けからも東京23区で新たに６つの

区が実施を表明しています。 

 県内でも川棚町がこの物価高騰対策ということもあって、無償化ということを始められたと

いうふうにお聞きしています。 

 改めてお伺いしたいんですけれども、町長は昨年から第３子の給食費について無償化をする

ということを始められました。そのことについて、今後給食費の無償化をどのように進めてい

こうとお考えなのか、まず伺いたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 私どものところの学校給食というのは、小学校において今１食あたり240円、中学校で290円

の保護者が負担で今運営されているわけでございます。本町においても、先ほど議員さんおっ

しゃったように、御存じのように給食費の負担の軽減といいますか、事業を行っておりまして、

本年度は物価高騰による食材費の増額に対する補助を行っているわけでございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、令和５年度も同様に物価高騰に対する食材費の補助は予定し

ているところでございますけど、全国的に先ほど申されましたように、給食費の全額補助を行

うところもあるということは我々も承知していますし、調べてもいるわけでございますけど、

本町の場合は、現在の給食費の負担軽減に係る予算額というのが、今1,900万円程度の一般財源

を出しているわけでございますけど、仮に全額を無料化した場合は、一般財源の支出が約4,000

万円ぐらいになるということで、追加予算が必要でございますので、合わせて5,900万円ぐらい

要る予定になるわけでございます。その中で、やはり町の財政的に全額無償化するというのは、

今現在はなかなか厳しいのではないかと私は考えているところでございまして。また、機会が

あれば、また町としても、国のほうも少し補助がいただければ、町として考えなければならな

いと思っていますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君） 

 数字を事前に出していただいておりました。それで、給食費を今支援している金額が年間で
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大体1,900万円、1,895万円というふうに言われていました。総額を補助した場合に、さらに

4,167万5,000円ぐらいかかるという計算であります。だから、これは決して小さいお金ではな

いと思うんです。しかし、実際に、今後どうしていこうとしているのかと。方向性はやはり、

例えば、第３子については去年から実施をしたと。第２子、第１子についてはどうするのかと

いうふうにピッチを置いて、刻んで、それで何年か計画で無償化をするというような考え方と

いうのはできないんだろうかと。例えば、第２子の分を無償化する。計算してみますと、大体

あと1,000万円でできます。1,020万円ぐらいという計算になります。中学校、小学校それぞれ

違うので、あくまでも平均した数字ですけども、第１子を今20％補助を出しているのを、50％

にした場合1,200万円ぐらいかかります。だから、１子は半額補助、２子からは全額補助という

ふうにした場合は、2,200万円ぐらいで具体化できるんです。 

 そういった先の展望というのを示すということも非常に大事なんではないかと思うんです

が、町長はそういったことについてはどういうふうにお考えなのか。要するに、国がやるまで

待っとくよということではないと思うんですよ。それはそういうお考えではないと思うので、

そこについてはどのようにお考えかということを示していただきたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 今、永田議員がおっしゃったように、少子化の中では給食費の無償というのはやはり国が責

任を持って、私はやるべきじゃないかと思っています。そういうことを今、自治体で任せて、

各自治体が競争しているわけで、自治体で格差が今出ているわけです。そこをやはり何かして

いただければ、全体的にやってもらえればいいと思います。 

 ただ、うちもいろいろな財政的に苦しいわけでございまして、少しずつ改善はしていこうと

は考えているわけでございますけど、先ほど申しましたように、一般財源がかなり必要になっ

てくると思うし、それから、また子どもさんも今ちょっと増えてきているということもありま

すし、それもよく考えれば、やはりこの少子化対策というのは国が責任を持ってやっていただ

いて、自治体任せでやらないで、国のほうで面倒をみてもらうように我々も陳情していきたい

と思っていますし、やはりこれは地域で格差が出るわけです。自治体、今でも全体的に地域で

格差が出ているわけでございます。だから、統一するには国のほうで、少子化対策でやってい

ただければと思っていますし、町としてもなるべく、財源があればそういう方向性はやってい

きたいと思っているんですけど、なかなか今のところ、私がこうしますよ、こうしますよとい

うのは今のところ厳しいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 確かに国がやるべきことだというお考えは私もそのとおりだと思います。実際に、じゃあ国

でやろうとするとどれぐらい費用がかかるのかと。私は、どなたかが佐々町は全国の１万分の

１だとおっしゃっていたことで、大体それぐらいかなと思っていたんですが、この間数字が出

ておりました。大体年間4,000億円だそうです。だから、ちょうど佐々町4,000万で１万倍です

ね。だから、4,000億円国が出せば、それはできることなんです。自衛隊の基地の強化のために

５年間で４兆円も使おうと言うんだから、４兆円あったら10年分の給食費無償化できるじゃな

いかという議論もあると思います。だから、私は、今、国がやっていただくことは非常に大事
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なことだと。もちろん国がそれを出してもらえば、その分について佐々町は違うところにもっ

とお金使えるということあります。今使っている1,900万円いらなくなるということであれば

ですね。今、国のやり方というのは、大体国がやりますと言っても、半分は国が出す、４分の

１は県が出す、残りの４分の１は町に出せというようなやり方ですよね。みんなそういうやり

方にしていますけども、実際には、やはり町が率先して、やっぱり具体化してやっていくとい

うことが、国の政策も促していくということになるのではないかというふうに思うんです。こ

れは子ども医療費の無償化なんかが、もう本当に実例だというふうに思うんです。本来、国が

やらなくてはいけないけれども、現実に困っているのは子どもさんたちであり、そして、子育

て世帯なんです。子育て世帯が今、給食費のことだけじゃないですよ、物価値上げなんです。

ものすごい物価値上げ、消費税も上がった、物価も上がった、そういう中で賃金は上がらない

って大変苦しいわけです。だから、生活支援の一環でもあるし、子育て支援の一環でもある。

これはやっぱり今こそやるべきだというのが、それがやっぱり現実なんだろうというふうに思

うんです。だから急速に、去年からことしにかけて、学校給食広がってきたんじゃないかなと

思うんです。 

 そういう点で言えば、やはり是非、財源については何とかしてひねり出す。昨年も、１年間

の年間予算のうち、やっぱり億の単位でお金を使い残したという実態があるじゃないですか。

毎年そういう計算です。一つ一つの事業が満度に全部お金使い切っているわけじゃなくて、

4,000万円のお金というのは確かに大きな金だけれども、町政から考えれば１％です。町の予算

の１％。１％をやっぱり子どもたちの給食費に充てるということは是非やっていただきたいと。

これ、できないことはないのではないかと思うんです。現に、県内でも始めたところがありま

すし、佐賀県でも４割の町がもう給食費無償化です、全部。そうやっているわけですから、長

崎県が、これはやっぱり佐賀よりも賃金は低くて、生活水準低いわけですから。やっぱりそう

いった意味では、子育て支援という角度から重要なんではないだろうかと。今こそやるべきで

はないかと思うんですが、再度いかがでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 いろいろ御指摘、御指導を受けました。なかなか我々としましても、この4,190万円がなかな

か厳しいわけです。これ、先ほど申しましたように、これ予算的には後で繰越しが何億あると

言われましたけど、そういうことを見込んで我々も予算も組んでいますし、そういう方向性も

よく分かります。ただ、我々としましては、国にも要望していきたいと思っていますし、なる

べく、もうこれはいつも永田議員から毎年この件は言われていますので、私どもよく頭に入っ

ているつもりでございますので、よく検討させていただきたいと思っていますのでよろしくお

願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 大変しつこいようですけれども、例えば、先ほど申し上げたような、２人目のお子さんの給

食費の無償化だとか、それから１人目のお子さんの半額補助、そういったふうに積み上げてい

くということはできないんでしょうか。1,000万円ずつでも積み上げていくということはでき

ないんでしょうか。 



― 令和5年3月 第1回佐々町議会定例会（1日目） R5.3.7 ― 

 - 42 - 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 まあ１人目が今１番多いわけです。１人目というか２人目、３人目が、今３人目では無料し

ているわけでございますけど、２人目にどうするのかとか、１人目をどうするのかとか、給食

費の負担を減らしていくのかというのはやはり我々としましても内部ではもちろん検討しな

ければならないし、どうするのかというのはもう少し勉強させていただければと思っています

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 是非そういった取組みというのは、やっぱり大変な事業だと思うんです、それは金額的にも。

実際に、例えば、３人目のお子さんは無償になりましたよね。３人目のお子さんが１番大事に

されているのかって、子どもたち思うじゃないですか。３人目の子どもさんは無料、２人目は

50％、40％、１人目は２割しか補助がない、１人目の子どもたちはないがしろにされているの

かって思う方っているのではないかと思うんです。だから、そういった意味では、いやいや順

番にやっていくんだっていうことをやっぱり伝えてあげていいのではないかと思うので、是非

とも、一度にやれとは言わないので、漸進的な対応というのを求めておきたいというふうに思

います。 

 それでは、次に、子ども医療費の問題について。ことしから子ども医療費の現物給付やある

いは高校生までの無償化だとか、そういったところのいろんな前進がありました。子ども医療

費の現状について、今どうなっているのかと、県はどういうふうになっているのか、佐々町は

どうなっているのかということについて、課長のほうからでも結構なんですが、現状について

お答えいただけますでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（今道 晋次 君）   

 制度的な話としてさせていただきますけれども、乳幼児の医療につきましては、県のほうで

半分の補助がございます。小中学生につきましては町単独での支援ということになります。今、

先ほど言われましたように、新年度から高校生につきましては、県のほうが半分を補助すると

いうふうな形で話はされておりますので、ただ、現物給付ということではございませんで、償

還払いというふうな形ですので、本町のように現物給付をやっているところは償還払いに換算

をしてということになりますので、63％程度の補助、すみません、先ほどちょっと間違えまし

た、高校生については県が全額償還払いという形で100％補助をするというふうな制度になる

ということになります。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 
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４  番（永田 勝美 君）   

 佐々町にとっては、そうした県がいわゆるみてくれるという償還払いで換算した数字を元に

した高校生への医療費補助、この分が町としてはこれまでよりも負担が少なくなるということ

になるんでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（今道 晋次 君）   

 御質問のとおりでございます。高校生の医療費で、決算額で約350万円ほどございましたので、

その分に対して63％程度の補助があるというふうなことで、令和５年度は見込むということに

なります。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 是非そのことについて、これは町長にお伺いしたいんですけれども、町長はその分のお金を、

要するに県が全額町の負担、市町の負担をかぶってくれるんであれば、県が負担してくれるの

であれば、子どもの医療費のいわゆる一部負担、月に１回800円、上限1,600円、この負担につ

いても町として補助できるというようなことを常々おっしゃっているというふうに思うんで

すけれども、これについて、なかなか今の計算でいくと大体200万円ぐらいですから、それだけ

ではちょっとできないなという感じはするんですけれども、いわゆる子ども医療費の一部負担

について町長はどのようにお考えなのか。いわゆる完全無償化をやらないと、例えばちょっと

した風邪ではなかなか病院にはいけないねというのは変わらないわけです。800円払わないと

いけないわけだから、それだったら、とりあえずちょっとした風邪薬で済ましておこうとかい

うようなことだってあるわけだと思うんです。そんなことも含めていかがでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 子どもの医療費は御指摘のとおり窓口で800円、それから２日以上は1,600円という上限にな

っているわけでございまして、令和３年度が乳幼児が800万円、小学生が285万円、中学生が200

万円、それから高校生が110万円ということで、完全無償化した場合1,400万円程度の財源が必

要ということになるわけでございまして。これについては、現時点では町独自でこの福祉医療

費を完全無償化というのは、具体的な検討は行っていないわけでございますので、今後どうす

るのかというのは十分考えていかなくては、検討していかなければならないんではないかと思

っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 突っ込んでやりたいところですが、ほかのテーマがありましてなかなかそれ以上できないの
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で、是非、子ども医療費の無償化というのは、今の大石知事が選挙公約にされていた課題です

よね。であれば、県の対応というのも含めて、県への要望も含めて、是非とも町長が持論でお

持ちの子ども医療費の完全無償化については、具体化に向けて取組みを進めていただきたいと

いうことを申し上げておきたいというふうに思います。 

 それから、子どもたちの国保均等割の廃止の問題ですけれども、これについても、町長は前

回の議会で、答弁の中で、国民健康保険というのは特殊な税制というふうに言われましたけれ

ども、しかし特殊だと言いながら、なぜ国保の加入者だけが負担が大きいのか。国保の加入者

だけが均等割を払わないといけない。協会けんぽや組合けんぽの場合は、いわゆる所得割だけ

です。課税されるとか保険料に加味されるのは所得割だけなんです。 

 ところが、国保の場合は世帯割と人等割、いわゆる均等割、１人あたり幾らというのと１世

帯あたり幾らというのが重なってくるから、被ってくるから国保は高いというふうになるわけ

です、現実には。実際の税制で計算すると大体それぐらいの数字だというふうに思います。 

その中で、特に均等割の問題は非常に大きいと。いろんな議論がありますけれども、やっぱ

り法の下の平等を定めた憲法に違反する事態というふうにも言えるのではないかと思います。 

要するに、子どもの中で、特に子どもたちの中で協会けんぽのうちの子どもは払わなくていい

んです。でも、国保の世帯の子どもは払わなくちゃいけない。受ける医療は一緒です。これは

おかしいだろうというのは、極めて単純な話ですけれども、いろんな経過があってそうなって

きたのだということはあるんだけども、現実にそういう事態があるのですということをやっぱ

り捉えると、やはり均等割の無償化の問題というのはないがしろにできない問題なんだという

ことを改めて申し上げておきたいというふうに思います。 

 特に、今後の取組みについてお考えのところがあれば、伺っておきたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 この質問については、均等割の廃止ということで毎回御質問をいただいているわけでござい

ます。昨年度の制度改正によって、今年度から未就学児にも均等割の５割というのは軽減する

ということでなっているわけでございますけど、しかしながら先ほど申されましたように、真

の子育てへの負担軽減を図るということを考えれば、やはり未就学児の残る均等割の５割の軽

減は、さらに対象年齢も拡大ということで必要ではないかと、我々も永田議員の考えと一緒で

ございます。 

 しかしながら、今後我々としましても、やはりこれを含めたいろいろなことで国保の保険者

ということで皆さん方と一緒になりながら、国に対して軽減措置の対象年齢の拡大とかいろい

ろありますけど、これは要望していかなければならないと思っておりますので、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 それでは、次に町内交通の充実に向けて。ここは少し簡単にしておきたいと思います。 

 １つは高齢者の外出支援について。昨年来、申し上げているように、大変評判が悪いと、拡

大したけれども、後退したという意見も批判もやっぱりあるんです。これをやっぱり初乗り分

について無料に戻してはどうかというのがたくさんの方から御意見をいただいております。も
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ちろん遠隔地の方で、タクシーの上限が1,000円まで補助していただけることになった、あるい

は枚数が増えたということについて喜んでおられる声もあるんですけれども、残念ながら、初

乗り運賃がこれまで無料であったのが半額になったと。やっぱりそれは節約しますっていう方

が多くて、もちろん健康づくりやいろんな条件のときに歩ける方は歩いていただいてもちろん

構わないんですけれども、やっぱり雨の日だとか、あるいはちょっとした外出を控えたいとい

うような、特に高齢者の方々にとっては、使い勝手の悪いものになっているのではないかとい

うふうに思います。 

 これについて、無料に戻すか、あるいは選択制にするか。例えば、枚数が６枚で無料という

のを作るか、現状のやつどっちかを選んでいただくというふうにするか。いずれにしても、詳

しい統計はもう結構ですけれども、なかなかタクシーの補助が、利用者が増えてないというの

がちょっと深刻かなというふうに思っています。そういう点で、是非御検討いただきたいとい

うことを申し上げておきたい。 

 ２点目は、いわゆる町内循環バスの問題です。私はこの町内循環バスの一つのモデルとして、

宮崎県の三股町というところを紹介いたしまして、ここ私も行ったことがないのであれなんで

すけれども、確かに人口は佐々町よりも多いんですが、そして広いところなんです。ところが、

やっぱり財政力指数で見ると、財政力は0.4で全国963位、佐々町は0.47で810位で、佐々町より

も財政力ないんですよ。そういう町でも具体的にやっておられる。私もホームページ見たりし

たんですけども、今も健在のようであります。だから、実際にやっぱり視察も含めて検討でき

るのではないかなというふうに思いますし、これについては、議会のほうでも議長にも御相談

をして、取組みについては視察にも行ってみたいなというふうに思っているところですが。 

 今、西肥バスが更なる減便をするって言っているんですね。運賃は上がるんです。運賃上が

って減便をすると。減便の理由というのは、乗務員が足りないという話ばかりなんですけどね。

じゃあ、どうやって乗務員を増やそうとしているんですかということをちょっと聞いてみたい

とは思うんですが、やっぱり不便になって、運賃は上がってっていいことないわけです。実際

に、西肥バスがそういうふうになっているというのは、実際にその西肥バスに接続して私たち

生活しているわけです。町内で言えば、町内交通はそういうバス路線につながって必要になっ

てくるわけですから。そういった意味では、それに対応する町内交通というのはいずれにして

も考えないといけない。いわゆる高齢者の外出支援タクシーのチケットの補助とは違うカテゴ

リーですよね、これは。要するに、全世代の方が使う町内交通のことなんです。特に子どもた

ちだとか、いわゆる交通弱者と言われるような方々が使う場合に、これは循環バスの問題とい

うのはやっぱり避けて通れない課題ではないだろうかというふうに思っています。 

 是非とも、どうやったら実施できるのか。確かに、バス路線を持つ西肥バスとかがそういっ

たところとかとの協議も必要だし、いろんな事業者との協議も必要です。協議も必要なんだけ

ど、実際には西肥バスは撤退しようとしているじゃないですか、現実に。それではやっぱり町

民は困るわけです。だから、そういった意味では、町民の足をどうやって確保するのか。やっ

ぱり佐々町の場合は公共路線がないところが結構あるわけです。言うまでもなく木場とか里山

だとか、野寄、それから石木場に神田線、それから江里、ずっともう県内各地は、端は全部公

共交通ないわけです。だから、じゃあもうタクシーを徹底的に使うというふうにするのか、あ

るいは、新たなファクターを投入していくのかということについては、是非真剣にお考えいた

だきたいと。この間、検討していませんという返事がずっと続いていますので、是非、担当の

課を含めて、企画商工課ですか、様々なところであると思いますが、御検討いただきたいとい

うことを申し上げておきたい。 

 最後に、新たな提案といいますか、暮らしの充実、福祉の充実について、補聴器の補助につ

いて提案をしたいと思います。 

 現在の補聴器の助成制度について、簡単に、佐々町で今、受けられる補聴器助成については
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どういうものがあるかということだけ、簡単に御説明いただけますか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（今道 晋次 君）   

 今現在の補聴器の助成につきましては、障がい者に対応した分だけしかございません。 

 以上でございます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 すみません、障がい者、いわゆる18歳未満児の方も対象になるんですよね。障がい者、障が

い児も含むんですよね。（住民福祉課長「はい。」） 

 それで、今、私も各地の取組みを聞いてみました。まず、難聴になることで困ることという

のはどういうことがあるのかと。私も身内が難聴の家族がいたりするものですから、複数人で

の会話が盛り上がらないと。何回も聞き直されると。あるいはテレビの音量がでかい、あるい

は電話での会話がなかなかうまくいかない。町内であまりないのかもしれない、電車の中のア

ナウンスが聞こえないとか、あるいは電子音、ピッピッというような電子音の呼び出しが聞こ

えないと、これは結構深刻なことがあります。それから、病院での呼び出しがわからないとい

うようなことがあったり、難聴になったら日常生活がどのように不便になるかというのは、こ

れはやっぱり本当に想像以上なんだなということを改めて考えます。それで、これを困りごと、

そうした聞こえの困りごとについて、補聴器やその他のツールを使うことで解決できるという

ことが非常にあるわけですけれども、補聴器って意外と使いにくいものなんだということが言

われています。補聴器何個も持っているという方がおられたり。もう買ったけど今なおしてお

りますという方がおられたり。高いんですけれども、もう使えないんだという方もいらっしゃ

るんですね。高いのは20万円も30万円もするのがあると。しかし、なかなか自分に合わないん

ですというようなことが言われます。 

 要するに、加齢によって難聴というのは起きるんだと。一定割合で加齢によって、年をとる

と難聴になるというふうに言われていまして、だいたい一般的に50歳ぐらいから始まって65歳

を超えると急に増えると。60代後半ではだいたい１割から２割の方が難聴で、60代前半で１割

から２割、後半で３割、75歳以上になると７割以上の方が加齢性難聴だというふうに言われま

す。 

 だから、こういった方々に対しての補聴器の補助というのが、今、全国の自治体で進められ

ています。それで、五島市が昨年から始めていると。金額的には３万円から４万円程度の補助

だそうですけれども。今、補聴器の売れ筋というのをネットで見ますと、大体５万円以内ぐら

いなんです。最高上限額が、大体３万円から４万円ぐらいの補助を出している自治体というの

が非常に多いんですけれども、東京の港区は13万円ぐらいまで出しているんです。金持ち自治

体といえばそのとおりかもしれないけども、やっぱり年齢制限もなくて、若い方も含めて出し

ていると。それは、補聴器というのは、要するに若いときに使い始めないと慣れないんだそう

です。そういう特性があるんだというふうに言われていました。だから、高齢になって聞こえ

なくなったから、もう本当に全然聞こえなくなったからいよいよ補聴器というのではなくて、

もっと若いときから補聴器を使って維持していくということのほうが、聞こえの能力も長持ち

するし、様々な障がいも少なくなるということなので、若いときからの補助というのが大事な
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んではないだろうかと。 

 だから、一定デシベル、中等度の難聴、いわゆる障がい者の手帳をもらえないレベルの方の

難聴の方に、町としての補助をするということをお考えいただけないかというふうに思うんで

すがいかがでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君） 

 補聴器については、日本は欧米に比べて大分普及率が少ないということでお話を聞いていま

すので、やはり今は高齢化社会ということで、私も75歳になって聞こえづらく今なっていると

ころでございまして、会話がないというのはやはり孤立する確率が高いわけです。住民の方々

の生き生きとした生活を送るという意味ではそういうことが大事なんじゃないかとは思って

います。 

 我々としましても、この住民の方の生活の質の向上ということとかいろいろ考えれば、町と

してもどういう制度が必要なのか、組み立てできるのかというのを整理して、参考にしながら

検討をさせていただければと思っていますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 町長おっしゃいましたように、欧米ではいわゆる難聴というのが、いわゆる医療の対象とし

て病気だというふうにして対応されているケースが多いんです。だから、カバー率が高いとい

いますか、難聴に対する補助というのは、いわゆる医療保障としてやられているというのが非

常に重要かなというふうに思います。 

 日本は、残念ながらそういうふうになかなかなっていなくて、いわゆる聞こえなくなるのは

ある意味当たり前で、それに対しては何とか支援しましょうというのは、どちらかというと慈

恵的な福祉というそういう側面が非常に強いものですから。ただ、確かに難聴自身がやっぱり

うつ病、うつ傾向になったり、あるいは認知症を加速するというようなことが言われています

し、そういった意味では、今、町が抱える課題の一つでもあろうかと。これから、いわゆる認

知症対策というのは非常に、さらに佐々町にとってはこれからが本番ということになっていま

す、年齢構成から見て。そのときにこの難聴対策というのは、非常に前もって手を打つという

点でも非常に大きいのではないだろうかと。だから、若い世代からの難聴に対応しますという

政策は、非常に重要ではないかと思いますがいかがでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 どういう返事をすればいいのか分からないわけですけど、先ほどお話がありましたように、

認知症のリスクが高まるということもお話がありました。我々としましても、町として前向き

にこういうことができないかということは検討させていただければと思っていますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 ４番。 

 

４  番（永田 勝美 君）   

 是非、多世代包括支援センターもできましたし、そういった意味ではやはり医療や福祉を一

元的に支援する、そういう機構も作ってきましたので、是非、佐々町としても難聴問題への対

応を大きなテーマとして取り組んでいただくことを申し上げて、私の質問を終わりたいと思い

ます。今日は少し早めに終わりました。ありがとうございました。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 以上で、４番、永田勝美議員の一般質問を終わります。 

 35分まで暫時休憩といたします。 

 

 （14時27分  休憩） 

 （14時35分  再開） 

 

― 日程第６ 一般質問（横田博茂議員）― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、一問一答方式により、３番、横田博茂議員の発言を許可します。 

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 皆さん、こんにちは。さきに通告しました、佐々町の既存施設を利用した観光の取組みにつ

いて質問いたします。 

 まず最初に、先日５日の日曜日、実に３年ぶりとなるジョギングフェスティバルとシロウオ

まつりが開催され、担当課の皆さんの御尽力で、多くのボランティアの協力をいただき、どち

らも盛会に終わられたことに敬意を表します。大変お疲れ様でした。 

 さて、どこの自治体も、今後共通して観光にまつわる様々な取組みに力を入れていくのでは

ないかと思います。本日は具体的なことというより、町としての観光に関する基本的な考え方

をお聞きしていきたいと思います。 

 西九州自動車道路の建設が着々と進む今、完成後には、佐々町に変わらず人が訪れるのだろ

うかという不安を持つ商工業者をはじめ、町内の方々が多くいらっしゃいます。まだ先のこと

で、本当に人が訪れなくなるかは分かりません。しかし、少しでも考えられるのであれば、そ

の対応には取り組むべきです。 

 不安を解決していく施策として私が考えるのは、まず佐々町の既存施設を有効に活用して、

多くの人に利用してもらうこと、そしてアイデアを出し、新たな人の流れを生み出していくこ

と、また、その情報発信を行い、観光客の誘客に努めることです。 

 このような観光のための誘客だけではなく、様々な側面から施設の活用と情報発信を促す戦

略の重要性については、町長をはじめ、職員の皆さんも認識の一致するところと思います。 

 それでは、農業体験施設、皿山農産物直売所に関しての質問をいたします。 

 佐々町では、第７次総合戦略基本目標４の中で、町の魅力を発信し、新しい人の流れとつな

がりをつくるという目標を掲げてあり、その中に具体的な施策として７つの項目があります。 

 そのうちの一つに農業体験施設・皿山農産物直売所活性化事業がありますが、この事業に毎
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年1,000万円以上支出がなされている状態です。思うような新たな成果が見られないような状

況であり、町としても、非常に運営に苦戦されているのではないかと感じています。 

 そこで質問ですが、今後どこかのタイミングで指定管理者に経営を任せていくようなこと、

もしくは施設の廃止なども視野に考えておられるのでしょうか。それとも現状維持で、今後も

運営されていくのでしょうか。 

 町民としては非常に不安になる、興味がある要素です。町としてのお考えをお聞かせくださ

い。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 両方とも農業体験施設、皿山直売所についても、将来的には指定管理者も視野に入れながら、

考えていかなければならないと思っているところでございます。 

 農業体験施設は、昭和61年に学童を対象とした学童農園ということで開設しましたが、一般

利用者の利用の拡大を図るために、平成23年に現行の農業体験施設ということで移行している

わけでございます。 

 また、施設の機能強化、老朽化を対応するために、23年には改修工事を実施いたしましたが、

11年が今経過しているということで、段階的な補修も必要であるということで、これは当面、

直営的で経営を、運営を継続しなければならないのではないかなということで、今考えている

ところでございます。 

 また、皿山直売所についてでもですが、現在、組合に建物貸付けを行って、運営を行ってい

ただいているために、こちらにつきましても、利用組合において継続した運営が今行っていた

だきたいと考えております。 

 どちらにしましても、今後どうするのかというのは、やはり全庁的な課題でもありますし、

将来的にどうするのかというのは、指定管理者制度の中に入れながら、視野に入れながら、検

討していかなければならないと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 現状維持を確認いたしました。 

 それでは、継続して農業体験施設、皿山農産物直売所の２施設に関してお尋ねしますが、新

型コロナウイルス感染症の影響もあり、思うように事が運ばなかったのは承知するところです。

しかし、それも収束しつつある今、ようやく最近では、活性化につながる皿山公園での花菖蒲

ウナギ祭りや、観光協会主催の農業体験施設でのイベントが開催できるような状況になりまし

た。 

 久しぶりでもあり、大変喜ばしいことでしたが、今年度の成果としては、町はどの程度達成

できたとお考えでしょうか。質問いたします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 
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町  長（古庄 剛 君）   

 今、総合戦略に掲げておるわけでございますけど、農業体験施設とか、皿山農産物の直売所

の活性化事業ということで、施設利用拡大のために、利用者の拡大のために、今、農地の貸出

しとか、それから野菜作り体験とか、イベントの開催をする会場として利用する機会を、今、

創出していることでございます。 

 事業の達成状況ということで今お話がありました。 

 令和４年度の実績としましては、農業体験施設において、観光協会の主催による野外の音楽

イベントの開催とか、それから皿山直売所を会場といたしました、花菖蒲のウナギ祭りが３年

ぶりに開催できたところでございまして、もう一つは、農業体験施設の体験農園ということで、

貸し農園の実績としましては、令和４年度には12区画ということで、貸出し可能な14区画に及

びませんが、引き続き、住民に周知しながら、住民の周知を図っていかなければならないと、

全区画借られるように図っていく必要があるんではないかと考えているわけでございまして、

総合戦略が数値目標を決めているわけでございまして、農業体験施設の年間利用者数というの

が、令和７年には6,000人ということを設定しているわけでございますが、新型コロナウイルス

感染症の影響があったということで、令和３年度の利用者が2,858人ということで、減少してい

るわけでございまして、目標に達成していないということで、今後、コロナ後を見据えた活用

というのは、十分今後とも検討しなければならないのではないかと考えておりますので、目標

達成に向けて、関係各課と協議をしながらやっていきたいと考えておりますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 令和３年度の成果説明書にも課題は多いことが記載してあります。どうにか成果が出る方向

へと導いていき、冒頭に申し上げた、人が来てくれるのかという不安解消に努めていただきた

いと思います。 

 私は農業体験施設、皿山農産物直売所施設からの情報発信や、交流の拠点としての基本的方

向性から、町の重要な観光誘客拠点としての位置づけを確実にし、事業の再構築や追加整備を

念頭に置いた、さらなる投資が必要だと思います。 

 観光とは、名所回りなど町なかを散策するだけではなく、イベントやスポーツ大会、キャン

プの滞在や農産物特産品の購入など、総合的なものであり、人の流れと言えるでしょう。 

 農業体験施設はホテルのような施設ではないですけれども、佐々町のよい景色が一望でき安

らぎを感じ、ほっとするよい施設だと私は思います。 

 スポーツでの合宿やキャンプ、子ども会の利用にはうってつけの施設です。また、天候には

よりますが、青空の下で聞くコンサートや演奏会など、文化事業にも最適ではないでしょうか。 

 そして、やり方次第では、もっと利用価値がある施設になる可能性を秘めています。皿山農

産物直売所においては、利用組合に運営を任せられているようですが、運営改善に向けたサポ

ートをしていく時期に来ているのではないかと思っています。 

 今こそ、これまで以上に予算を確保し、総合戦略に書いてある施策実現に向けた取組みを、

具体的に着手するべきだと私は考えています。 

 これから新庁舎も建設されます。今後、佐々町は黙っていても注目されることになるわけで

す。同時進行で観光につながることには、力を注ぐタイミングだと思っています。町として、

今後施策実現に向けた考えを施設ごとにお伺いしたいと思います。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君） 

 農業体験施設につきましては、平成23年度に大型改修を行いましたので、それから11年たっ

たということで、改めて改修が必要な箇所はあるわけでございます。 

 施設の運営につきまして、いろいろ住民のニーズに、先ほどお話がありましたように、やは

り投資に見合うだけの活用がなされていないんじゃないかと私は思っていますし、やり方次第

というのが、なかなかうまくいっていないということもあるわけでございまして、投資に見合

うだけ活用されなければならないと、それから成果を、使用を、掲げる、あるわけでございま

すので、利用者を増加させるためにも、関係課との協議ということで、商工会とか、それから

観光協会とか、民間の方を、この提携を図りながら、連携しながら、交流人口の拠点という人

も、位置づけをしながら、利用しなければならないんではないかと思っていますので、こうい

う努力を、我々もやっていかなければならないと考えているところでございます。 

 それから、皿山農産物直売所につきましては、今、組合で経営しているわけでございますけ

ど、平成16年の建設後に約18年経過しているということで、屋根とか外壁の補修が必要な時期

に来ているわけでございます。 

 また、品物の品ぞろいについても、やはりいろんな面で不足しているところがあるというこ

ともお聞きしていますので、今後、直売所の活性化というのをやるためには、魅力ある直売所

とするためには、利用組合との協議を行いながら、施設の活性化に向けた対応はやっていかな

ければならないんではないかと考えておりますので、どちらにしましても、２つは、せっかく

こういうものがあるわけでございますので、やり方次第ではもう少しうまくいくのではないか

と思っていますので、町としましても十分検討して、今後運営というか、お願いをしていきた

いと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 現状のままでは何も変わりません。変化を期待するのであれば、予算に関して、検討を引き

続きお願いしたいと思います。 

 次に、佐々町の施設についてお聞きしますが、いろいろと多くありますので、主として、農

業体験施設についてお話しします。 

 観光に結びつくことに力を入れる場合、課題として上げられるのは、施設の整備、中心部施

設の駐車場や、そして宿泊に関してではないでしょうか。 

 この中で、宿泊に関して例を挙げれば、大きなスポーツ大会を本町で行うとします。大会の

開催はそれだけで、昼食や特産品などの購入があり、重要な観光だと言えます。遠い県外から

の選手は、前泊を選択することになると思いますが、大会は佐々町だけれども、宿泊施設がな

いからよそに泊まるしかないということになるのでしょう。これではもったいない。 

 しかし、佐々町には、唯一の宿泊できる農業体験施設を保有しています。佐々町にはいろい

ろな施設がある中、特に農業体験施設に関しては、町外の方から人気があり、もっとこうすれ

ばいいのにとアイデアを頂くことがあります。なぜもっと観光名所として売り出していかない

のかという声も数多くあります。 

 しかし、多くの方々に利用していただきたいと思う農業体験施設は、宿泊もできるのにもか

かわらず、年々利用者が減ってきている状況です。 
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 佐々町にお住まいの方で、知ってはいるけど行ったことがない方がいらっしゃいましたので、

お聞きしたことを話しますと、そもそも利用する理由がないそうです。 

 その後、お話を伺った方は、たまたまイベントがあり、友人に誘われ、重かった腰を上げて

来てみたら、すごくいいところだと初めて気づきましたということを先日お話しされました。 

 知らない方々が多くいること、例え良い施設といえども、利用してそこの良さに気づけなけ

れば、価値は生まれないのだと認識しました。 

 このような話を聞いては、施設をもっと活用せずにはいられませんし、佐々町にある既存施

設を最大限に活用して、町内はもとより、町外の方々との観光につながる取組みをやっていか

ねばなりません。 

 一つの取組みとして、町内にいろいろある既存施設の中でも、先ほど質問の中で申しました

が、財産の関係上、まずもって農業体験施設を観光の拠点と位置づける、そして農産物や加工

品などによる新たな特産物の商品開発を進め、佐々のブランドとして、県外の市場を視野に売

り出し、国内での商談会への参加など、収益性の高い産業を生み出して育成していくことを目

標として、町自らラボのような場所を生み出すべきではないでしょうか。 

 宿泊できることを最大限に生かして、他市町からもスポーツ合宿やキャンプでの利用、また

企業の協力を得てビジネス合宿など、多くの利用者を呼び込み、農産物や特産品の販売店舗な

どが参入できるようにすれば、町民の皆さんが利用する憩いの場所となり得るのではと考えま

す。 

 利用者が、また訪れたくなる町、そして、また使いたくなるような施設へと生まれ変わらせ

ることが、今後の佐々町観光につながるのではないかと思います。また、ふるさと納税にも十

分関係してくることだと確信しています。 

 町として、観光につながる施設を活用した有効な施策はありますでしょうか。また、今後の

展望はいかにお考えでしょうか。 

 農業体験施設に関しましては、具体的な提案をさせていただきました。ほかの施設も１つだ

け、先日、外装改修工事が完了した町民体育館だけで結構ですので、同じ趣旨での回答をお願

いしたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 農業体験施設は先ほど申しましたように、23年度から学童農園ということで、名称を改めま

して、自然の中で農作業等を体験しながら、健康増進、憩い、くつろぎの場などの機会を提供

するということで、社会教育の場としての活用とか、農業の振興、交流、地域の活性化を図る

ための施設ということで位置づけてしているわけでございます。 

 先ほどお話がありましたように、やはり特産品開発というのも大変重要なところでございま

して、本町では、木場のみずほ農産物加工所ということで、木場の婦人会のほうから、みそを

中心に特産品の開発を取り組んだ経験があるわけでございますけど、そこの中で、みそとか、

それから野菜の加工品とか、もろぶた寿司など、町民から大変好評をいただいておりましたが、

やはり会員の後継者がいないということで、高齢化にもよりますけど、現在は、施設が休止状

態になっているということでございまして、農産物の特産品の開発とか、ブランド化を図るた

めには、農業体験施設を有効に利用するというのは、先ほどお話がありましたように、大変有

意義であるんではないかと考えていますが、そのためにやはり農業者の育成とか、計画的に農

産物の加工などをやっていかなければならないし、それから、後継者の育成も大事じゃないか

と考えているところでございまして、議員が、先ほど御提案をいただきました、体験施設で新
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たな特産品の開発を行う、ラボの機能を持たせるということで、佐々のブランドを全国に情報

発信できる特産品を開発するということは、我々も大変望ましいということで考えているんで

すけど、これがなかなか厳しい、難しいというか、そこは今考えて、壁に突き当たっていると

ころでございまして、今後、十分考えていかなければならないと我々も思っているところでご

ざいまして。 

 スポーツ合宿が、本町でもスポーツの少年団とかいろいろなのはやっているんですけど、宿

泊施設も多分老朽化しておりまして、なかなか厳しいところもあるわけでございますので、町

としましても、そこを考えながら十分やっていかなければならないと思っていますし、利用者

が減っているということは、やはり老朽化もありますし、それから、食事の外部調達が出てく

るわけでございまして、そこも不便なところもあるわけでございまして、今後こういう食事に

ついても、町内の食料品店からの提供とか、いろんなことができないかどうか、そこも十分検

討しなければならないと思っていますし、販売店の参入とか、今現時点ではなかなか難しいん

ではないかと、いつも来るわけではないもんですから、そこで売れるかどうかというのが、な

かなか厳しいところがございますけど、やはり外部から食事提供といいますか、そういうこと

ができないかどうか、考えながらやっていかなければなと思っています。 

 どちらにしても、今、宝の持ち腐れといいますか、お話がありましたように、いかに魅力あ

る施設に変えていくのかが、我々としましては十分考えていかなければならないし、それから、

利用者を増やすためにどのような施策というのが必要なのかというのは、十分考えて、担当課

とも協議をしながら、また、ほかのいろんな観光協会とか、商工会ともお話をしながら考えて

いかなければならないんではないかと思っていますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 あと一点。 

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君） 

 町民体育館を活用した観光への取組みということですが、議員もよく御承知のように、本体

育館は本町のスポーツの拠点として、町民の皆様の利用のみならず、町外の方の御利用もいた

だいているところです。 

 なお、使用状況はコロナ前の令和元年で延べ２万3,930人、コロナであった直近の令和３年で

は１万8,614人と減少しておりますが、きっとこれは取り戻せるだろうというふうに思ってお

ります。 

 町民体育館が観光の一翼を担うということについては、大いに歓迎しているところでござい

ます。また、改装したことにより、各種スポーツ大会に活用され、交流人口が増え、観光にも

寄与できるのではないかと期待しているところです。 

 現在でも、スポーツ合宿に活用された例が数件あります。ただ町民体育館は、町民の方が、

主にほぼ毎日御利用いただいておりますので、スポーツ合宿等を行う場合については、その調

整が必要になるとは思っております。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 引き続き、利活用の検討に期待をいたしております。 
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 それでは、佐々町の観光についてお聞きします。 

 他市町の自治体ＣＭも多く見るようになってきました。やはり今後の高齢化や人口減少に対

する、未来を見据えた対策の一つではないだろうかと考えます。 

 時代の移り変わりを感じずにはいられない今、佐々町も取り残されるわけにはいきません。

小さな町には生活道路が１つ変わり、人の流れが変わっただけでも、小さな店舗は廃業に追い

込まれることもあります。 

 今こそ未来のことを見据え、今以上に、多くの人たちがこの町に繰り返し訪れるよう、また、

農産物や特産品など、町内での購入を促せるように、佐々町の価値、すなわちブランド力を向

上し、誘客のためアイデアを出し合わなければなりません。 

 しかし、佐々町ブランドの向上や推進については、行政だけでは到底なし得られるものでな

いことを承知しているところです。ＳＮＳをはじめ、メディアを活用して、より多様な情報を

積極的に発信し、情報発信による佐々町のブランド力推進も重要なことではあるのですが、私

は、町民の皆さん一人一人に、佐々町をＰＲしていただくことが、最も有効な佐々町のブラン

ド力の推進につながることになるのではと考えています。 

 では、町民の皆さんは、一体どのようなＰＲに協力すればいいのでしょうか。 

 清掃や草刈りなどのボランティア活動は助かります。とてもありがたいことです。ですが、

もっと多くの町民の皆さんに協力してもらうためには簡単なことでよいのです。佐々町で感じ

ていることを、誰かに伝えてくれればそれでいいのです。 

 しかし、いいところだよと、仮にいくら周りに伝えてくれても、町の風景やその施設が、訪

れる方々の感覚、物事の捉え方に応対していなければ、全て無駄、逆効果です。 

 具体的に言うと、整備の状態が悪ければ、人によっては悪いイメージを持たれ、ブランド力

の推進につながるどころか、誘客も見込めません。他市町から来町される方の気持ちを考え、

目に見える例を挙げれば、桜や植物などの手入れ、トイレなどの設備がきれいで整っていると

か、各地きれいに草刈りができているなどでしょうか。 

 現状も手をかけ取り組まれてはいますが、利用者目線で、さらに適切に町なかの整備や既存

施設の充実を図っていくことは、これから先の観光誘客を考える上で重要なことだと思います。 

 町民の皆さんはもちろんのことですが、町外の方々に何回も訪れたいと思っていただけるよ

うな、佐々町の観光ＰＲ活動には、町民の皆さんと、佐々町という堅実な後ろ盾が必要なので

す。 

 佐々町はよい町です。しかしもっと高みを目指していきたいですし、目指すべきだと思いま

す。 

 本日は価値を表現する言葉で、ブランド力という言い方で質問しましたが、それは目に見え

るものでもなく、単純に効果が出るものでもありません。しかし、何かしら考えながら取り組

まなければ、一向によいイメージというブランド力はつかないものです。 

 近い将来、西九州自動車道路がつながります。町民の不安を解消し、開通後に希望へと変え

ていくには、佐々町と町民の皆さんとがともに手を取り合い、話に耳を傾け協力し理解して、

今から観光誘客に努めていく必要があります。 

 最後の質問になりますが、今後、佐々町のブランド力推進と観光誘客に向けたお考えをお聞

かせください。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 議員がおっしゃいます、町のブランド力の向上というのは、一朝一夕にはいかない問題であ
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るかと承知しているところでございます。 

 しかしながら、様々な形で、今まで情報の発信を行ってきたわけでございますけど、飛躍的

に、町の知名度が向上するという成果が残っていないんではないかと考えているわけでござい

まして、やはり議員の御提案の、町民の方々に町をＰＲしていただく方法というのは、大変有

効だと思いますので、今後やはり町民向けの情報発信などを、広報紙などで行いながら、ＰＲ

をお願いをしたいと考えているところでございます。 

 またあわせて、対外的なＳＮＳとか、情報発信についてもフォロワー数が拡大するような、

引き続き努めてまいりたいと考えているところでございまして、先日行われました河津桜・シ

ロウオまつりの際は、数件のテレビ取材が行われたわけでございますけど、放送後に多くの問

合せが、お電話をいただいたということで、町内の飲食店にも多くのお客様がお越しいただい

た、シロウオ料理を食べにお越しいただいたということで聞いておりますので、今後、やはり

積極的な取材への協力をしながら、取材の提案などもやっていかなければならないんではない

かということを考えているところでございまして、観光、誘客に向けた考えということは、町

内には１年を通して、大きな集客を見込める施設などがないわけでございますけど、季節ごと

に、既存の施設を使った誘客を行う必要があるのではないかと、今考えているところでござい

まして、今は春の風物詩であるシロウオ漁とか佐々川沿いの河津桜が観賞できる季節でござい

ますけど、シロウオ漁体験というのは、町外から多くのお客様にお越していただきましたし、

河津桜についても、観賞に、県外ナンバーの方がたくさんお見えになられたということでお聞

きしておりまして、テレビ放送も多分何回かあったと、私も見ていますので、多分そのテレビ

の影響というのは大きかったんじゃないかと思っていますし、やはり情報発信を充実させなが

ら、季節ごとのイベントとか風景をＰＲして、誘客をしていかなければならないのではないか

と考えているところでございまして。佐々町というのが多くの、皆さん御存じのように、ボラ

ンティアの方が大分協力をしていただいておりまして、現在の環境をつくり上げていただいて

いるのではないかと思っていますので、やはりその方々のサポートにも力を入れなければなら

ないと考えていますし、施設の充実という点では、新しい施設をつくることはなかなか厳しい

わけでございますけど、不備がある施設については、利用者の方の目線で早急に対応をしなが

ら、観光客にも来ていただけるようなまちづくりといいますか、それを増加できるように、ま

ちづくりを進めていかなければならないと考えていますので、どうぞ今後とも御協力いただけ

ますようによろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ３番。 

 

３  番（横田 博茂 君）   

 非常に理解いたしました。ありがとうございます。 

 どの自治体も人口減少が問題とされる今、佐々町では微増ではありますが、住民が増えてき

ている状況です。 

 そういう意味では、町長お考えの施策は、功を奏していると思います。 

 町長におかれましては、今後ともお体には御自愛をいただきまして、住むならさざで、活気

あふれる佐々町と、多くの人たちが訪れたいまちづくり、行くなら佐々、実現のため一層の御

努力と御尽力を賜りますよう期待して質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 以上で、３番、横田博茂議員の一般質問を終わります。 

 20分まで暫時休憩といたします。 
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 （15時09分  休憩） 

 （15時20分  再開） 

 

― 日程第６ 一般質問（橋本義雄議員）― 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、一問一答方式により、８番、橋本義雄議員の発言を許可します。 

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 それでは議長のお許しが出ましたので、通告書に基づき一般質問に入らせていただきます。 

 今回は、スポーツによるまちづくり・イベントについて、道路管理について、町内会活動支

援についてを質問をいたします。 

 まず最初に、スポーツによるまちづくり・イベントについてでありますが、中学校の部活に

ついて、町としてどのような指導、助成をなされているのか、また、地域のスポーツクラブに

ついての育成支援をしていると第７次総合計画にあるが、どのような育成支援をされておられ

るのか、まずお聞きしたいと思います。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 中学校の部活動の指導としては、平成31年４月に策定した、佐々町の運動部活動に係る活動

方針、いわゆる部活動ガイドラインに従って、合理的で効率的な活動や適切な休業日の設定等

について指導を行ってまいりました。 

 また、助成としては、遠征や中体連参加時の交通費の助成、中体連負担金の助成、主に部活

動ユニフォーム購入等に関わる助成を行っております。 

 また部活動で、町内施設を使用する場合は、使用料の免除も行っているところです。 

 地域のスポーツクラブとは、第７次総合計画では、総合型地域スポーツクラブのことをいっ

ておりますが、議員質問の趣旨である体育協会やスポーツ少年団のことで答弁いたします。 

 佐々町体育協会と佐々町スポーツ少年団についてでございますけれど、それぞれに助成金を

交付するとともに、体育文化振興基金によって、遠征事業費の３分の２を助成しており、大変

喜ばれているところです。 

 また、スポーツ少年団については、年に１回指導者講習会を開催しておるところでございま

す。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 小中高の10代の多感な時期のスポーツ活動は、生涯にわたってスポーツに楽しむ、それをつ

くると同時に、体力を大きく伸びる可能性を秘めた重要な時期であります。 

 そういうことで、学校運動部活指導者として、どんな指導者にどんな教育といいますか、教
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育をされているのか、そのことによって、今の伸び盛りの中学生が本当に伸びていくし、また、

スポーツを愛する心が、その中学の時点から備わるわけですから、そういった人の指導をする

立場として、どういう教育をされているのかをお尋ねします。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君） 

 直接的には、県教委が開催いたします、スポーツ指導に関する研修会に教員が参加しておる

ところでございますけれど、議員御指摘のように、スポーツによって子どもたちが自らの可能

性を伸ばしていく時期でございます。 

 私の指導としては、今の部活動の指導については、締めつけるとか、強制とかそういう形で

はなくて、子どもたちが、自分たちで考えて、運動に取り組んでいくようにという指導を、心

がけるようにということを、校長会議を通じて指導しているところでございます。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 子どもさんたちは、やっぱり夢を持たせんばいかんということで、この前、先日、五島のほ

うで、オリンピックの選手、桐生選手ですか、迎えて、そういった指導をされたり、そういっ

たことをすることによって、やっぱり子どもたちも一生懸命、それに向かっていく姿勢が出る

んじゃないかと思うんですけども、そういったことは考えておられないんですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 私も夢を持たせるということで、コロナ前は、オリンピック選手であった方を小学校に御招

待して、陸上競技の指導をしていただいたという経緯がございます。 

 また、これもなかなか開催できずにおるわけですけれど、両小学校の競技会等を行ったりし

ているところでございます。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 それと、やっぱり指導される方の育成といいますか、そういったものも大事になってくるん

じゃないかと思いますし、その指導者の人たちに、そういったアスリートの人たちの懇談しな

がら、そこに知識とか、技術を身につけてもらって、よりよい指導をしてもらうという考えは

ありませんか。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 指導者、教員については、先ほど申しました、県教委が開催する研修会等に参加させている

ところですけれど、先ほど申しましたスポーツ少年団については、年に１回の指導者講習会等

に、町内外のスポーツに関わっておられる方のお話をいただいたり、けがの事故時の対応の話

であったり、そういったことを題材として行っているところであります。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 それと、学校部活の顧問と地域の体育協会の指導者との連携といいますか、そういったこと

については、どういうふうに指導されていますか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 部活動によっては、体育協会とスポーツ少年団が合同といいますか、合致した形で練習をし

ている部はあります。 

 しかし、いまだ十分とは言えない状態だろうというふうに、私自身思っておりますので、こ

れについては、部活動の在り方検討委員会等を開催したいなというふうに考えておりますので、

その中でより連携について、御意見を聞きながら、進めていければなと思っておるところでご

ざいます。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 ありがとうございます。 

 そういうことで、是非、子どもたちの夢を持たせるような指導の体制でやっていけると、ア

スリートにつながる選手が出てくるんじゃないかと思います。 

 中学校の実績にしてみれば、全国３番になった駅伝の経過があると聞いております。そうい

ったことで、頑張っていただければと思います。 

 それから、地域のスポーツクラブについてはどうですか。育成をしておられると思うんです

けど、地域のスポーツクラブについては、どう考えておられますか。 

 地域のスポーツクラブ。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 
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教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 地域のスポーツクラブというのが、先ほど答弁いたしましたように、大きくは体育協会と

佐々町のスポーツ少年団の２つになろうかなと思っております。 

 そのことについては、いろんなもので助成をしたり、指導者講習会を開催したりして、助成

をしているところでございます。 

 熱心な指導者の方、保護者の方の活動によって、佐々町のスポーツ活動を支えられていると

感謝しているところでございます。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 例えば、個人的に野球を教えたり、そういった地域でしておられる方おられます。そういう

人たちの支援というのはないですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 確かに、個人的に教えておられる方もいらっしゃると思いますけれど、私どもが対象として

おるのは、スポーツ少年団、一応組織だったものについての助成ということで考えておるとこ

ろでございます。 

 そういう活動をなさっている方、非常に子どものことを思って活動しておられることだろう

と思っております。もしお気づきがあれば御連絡いただいて、助成は難しいにしても、お礼だ

けでも参上したいなとは思っております。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。 

 それでは、次に移ります。スポーツに親しむ習慣、意欲・能力の向上を図るため、スポーツ

推進委員を中心とした、魅力的なスポーツイベントを充実させるということがありますが、具

体的にどのようなスポーツイベントなのか、またスポーツ推進委員は何人おられて、どういう

ふうな活動をされているのかというのを教えてください。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 現在、スポーツ推進委員としては15名の方に委嘱をしておるところです。 

 そして、そのスポーツ推進委員さんの役割は大きく２つございます。簡単に言うと、一つは

町民に対するスポーツの実技指導というところでございます。スポーツ推進委員さん自身がバ
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トミントン等のスポーツクラブの指導を行っておられます。 

 今一つはスポーツ振興施策の推進でございます。これはスポーツ推進委員さんが、町等が主

催する町内対抗ソフトボール大会や町民運動会、ジョギングフェスティバルの運営スタッフと

して、大会の運営にあたったり、独自事業として、年に10回小学生を対象とした陸上競技やド

ッジボール、ニュースポーツを行う、佐々っ子スポーツ塾があります。また、青年者を対象と

した体力テストも行っておられるところです。 

 第７次総合計画における、魅力的なスポーツイベントの充実は、昨年５月に行った聖火リレ

ー等のイベントや、現在行っているジョギングフェスティバル、町内対抗ソフトボール大会や

町民運動会や佐々っ子スポーツ塾等において、スポーツ推進委員さんの活動とタイアップした、

魅力アップを行っていきたいと考えているところです。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。スポーツ指導員さんも、大変な仕事をなされていると今思いました。しかし

ながら、やはり小中高の将来がかかっておりますので、そういった人たちについては、指導者

の育成といいますか、その研修とか、そういったものについては、どういうふうにされておら

れるんですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 指導者の方につきましては、手元に予算の資料がございませんけれど、資格を取るための研

修会に対する助成等は行っております。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。そういった指導者の大変な仕事と思いますが、やっぱりそういったことが、

その人たちの力が佐々町のスポーツを繁栄させていくというふうに考えますので、そういった

指導についてもよろしくお願いいたします。 

 ということで、次に移ります。 

 第７次総合計画の健康増進、具体的に取組みの中に、佐々川沿いを生かしたウォーキング等、

健康プログラム、イベントの企画とありますが、非常によいことだと思っておりますし、今コ

ロナ禍の中で、地域が、行事ができなくて冷え込んでおります。 

 そういった中で、一番そこに取り組んでいけるのは、ウォーキングじゃないかなと思います

ので、それを考えたときに、佐々町のウォーキングの目標値がちょっと低いんではないかと考

えます。 

 地域で開催されても、100人が集まるような状況でありますので、各町内会、各地域のウォー

キングを推進してもらって、そこを束ねたところで開催をすれば、大きなイベントになろうか
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と思います。その点はどう考えるでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君） 

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 ウォーキングが団体で、今なかなかやっていらっしゃるとこも、うちもやる予定があってい

ますけど、やはり個人の方々が、自分たちの健康づくりのためにグループとか、個人で個々に

取組みをなされている様子ということで、町内各所で見られますし、そこから佐々川の桜づつ

みでもたくさんの方がウォーキングをしておられるということで、健康づくりに対する意識の

高さというのは、大変高いものがあるんではないかと、我々は感じているところでございます。 

 県においても、ことしの２月１日から長崎の健康革命ということで、長崎県の健康づくりア

プリを配信しておりまして、ウォーキングなどの、県民の皆様が健康づくりの推進について取

組みがなされているところでございまして、多世代包括支援センターにおけるウォーキングの

健康づくりというのを、毎週の金曜日に行っておりますエクササイズ参加の方々を対象に、月

１回のウォーキングの日を設けて、町内を歩くようにしているところでございまして、議員御

指摘の毎年の３月に開催しておりますウォーキングイベントも、食育の普及とともに長年実施

をしているところでございます。 

 しかしながら、近年の新型コロナウイルスの感染症の感染拡大のために、様々なイベントが

制限されているということで、多世代包括支援センター等におきましても、各種の健康教室や

ウォーキングイベントについても、人数の制限をしながら、規模の縮小を図りながら中止とか

縮小とか、余儀なくされているところでございます。 

 計画の中にありますウォーキングのイベントの目標値である参加人数が低いというのは、指

摘が今ありましたけど、策定の参加状況から目標としたものでございまして、町としましても、

一人一人が多くの方がイベントに参加していただいて、健康づくりに関心を持っていただける

ような機会になるように、広報紙とかホームページ、ポスターとかチラシ等で皆さん方にお知

らせしながら、やはり町内会とか地域のグループを周知しながら、様々な年代の方が集まって

いただいて、健康づくりの意識を高めるように持っていかなければならないと考えております

ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 ウォーキングというのは、子どもさんから高齢者まで、全部が参加できるスポーツでありま

すので、できたらそういった各地域に推進しながら、そして行く行くは、そうした1,000人を超

すぐらいのウォーキングを佐々川沿いですれば、すばらしいジョギングコースがありますので、

そういうふうな大きな視野で見てもらえばと思います。 

 そういうことで、いつも町長には言っているわけですけども、佐々川沿いのウォーキングす

るところの、まだ整備されていないところがあります。それ計画はなされていると思うんです

けども、やはりそういったものも並行して言えば、佐々橋から上の川沿いも何回か質問を出し

ましたし、それから計画も立てておられると聞いておりますので、そういったものもあわせて

整備させていただければと思いますが、どうですか。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 建設課長。 

 

建設課長（山村 輝明 君）   

 今、御質問されました、佐々橋から新佐々橋間の河川横の道路のことをおっしゃられている

かと思うんですけども、その分につきましては、今、県要望等で挙げておりまして、県のほう

で今整備する方向で計画しているということで、お話を聞いております。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。早く整備されるといいなと思います。それと同時に、ウォーキングが盛大に

行われるようなイベントをしてもらえばと思います。 

 次に移ります。 

 地域住民総出でにぎわいを見せていた伝統ある町内マラソン大会も、お世話をされていた町

内会長の意見も聞かずに中止とされ、代わりに行事を探しますと議会への報告がありましたが、

その代わりの行事は見つかりましたか。見つかれば教えてください。 

 また、以前、佐々川をメインとした、いかだ下りといった行事がありまして、それは大変に

ぎわったことを覚えているわけですけども、そういった住民と一体となったイベントは考えて

おられないでしょうか、お聞かせください。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（黒川 雅孝 君）   

 町内駅伝に代わる多くの町内会に喜んで参加していただける行事の選定は、非常に難しく、

現在のところ、新規の事業、行事を具体的には考えきれておりません。 

 教育委員会だけで考えることは難しい状況であることから、来年度は、町民運動会の開催年

度でもあり、町内会長さん方にある実行委員会が、数回開催される予定となっていますので、

その中で御意見や御要望をお聞きしたいと考えているところです。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 そしたら、もうそういったイベントとか考えていないということですね、今のところ。 

 できたら、佐々川を中心としたまちづくりでありますので、佐々川沿いでそういった行事が

できないかなということを考えるわけですけども、例えば、いかだ下りじゃなくても、そうい

った佐々川沿いの行事といいますか、それはちょっと皆さんで考えればできるんじゃないかと

思うんです。 

 例えば、そこの佐々橋から下、満潮時期の河川敷、桜づつみ辺りのところでもできるし、ま

た、市瀬の横手井堰がたったときには、それから正興寺橋の間でも、そういった川のイベント
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というのは、場所的にはできると思うんですけども、そういった考えをしたときに、やはりも

う今コロナで冷えてますから、そういったイベントをもって、そして、昔の町内会のにぎわい

を深めていくような、取り戻すような行事を考えてもらいたいと思うんですが、どうですか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 佐々川を中心とした、活用するイベントをするということは、大変いいことではないかと思

います。 

 しかしながら、やはりこの３年間というのは、コロナ禍でございまして、団体で行動すると

いうことがなかなか考えなかったもんですから、個人で今行動しているということがあったも

んですから、そういう考えがなかったんじゃないかと思っております。 

 今後どうするのかというのは、佐々川を利用したイベントができないか、十分考えて検討し

なければならないと思っていますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。そういったことであれば、やはりもうコロナで仕方ないですけども、もうそ

れを脱皮しながら、だんだん昔の地域の活動に戻していくためのイベントというのも、今から

考えていかんばいかんのじゃなかろうかと思います。 

 そういうことで次に移ります。 

 道路管理についてでありますが、最近道路の管理不足で事故が起きて、賠償問題なども起こ

っております。 

 そこで提案ですけども、各地に道路に詳しい人はかなりおられると思うんです。その人たち

の力を借りて、道路パトロール班をつくって、事故防止に努めたらどうかなと提案するわけで

すけれども、どうでしょうか。 

 それから、春から夏にかけて道路沿いの草が生い茂ります。そこで、地元の元気な人たちに

草刈りをする、地域委託制度というのを設けたらどうかなと思うわけです。 

 地域の道路をきれいにするために、地域の力を借りてやるということはいいことじゃないか

なと。どうでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 建設課長。 

 

建設課長（山村 輝明 君）   

 まず、道路の管理についてですけども、１問目の道路のボランティアでの道路パトロールの

班をつくったらどうかという件なんですけども、町道の破損等の管理につきましては、建設課

職員による定期的なパトロールや、現場への往復時等において、道路監視に努めているところ

でございます。 

 また、道路維持補修員の現場作業の往復時にも監視を行うように指示をしているところでご

ざいます。 

 また、大雨や台風の後には、町内全路線の確認を行っており、道路の確認、状況確認とあわ
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せて、落石や倒木処理などの改善に努めているところでございます。 

 町といたしましては、道路を常時良好な状態に維持するよう努めるところですが、路面の状

態は、交通量や降雨などの影響を受け、日々変化しておりますので、全ての道路の損傷等を把

握し早急に発見することはとても厳しい状況にもあります。 

 そのために、町内会長や住民の皆様が普段の生活で使用されている道路において、損傷して

いる箇所や危険と思われる場合があった場合、建設課へ連絡をいただくために、町のホームペ

ージに連絡先やまちづくり提案箱を設置するなど、住民を対象とした周知活動を行っていると

ころでもございます。 

 また、佐々町と日本郵便株式会社との包括的連携に関する協定を結んでおり、協定項目の一

つといたしまして、日本郵便株式会社の職員が発見した、道路の損傷等の情報を提供していた

だくこととしております。実績といたしまして、令和２年度には１件の情報提供もあっている

ところです。 

 議員御提案の、各地域の道路に詳しい方に、ボランティアで道路パトロール班を設置したら

どうかという御提案につきましては、パトロール中の事故等の問題等も想定されますので、厳

しいのではないかと考えておるところでございます。 

 町といたしましては、町民の安全確保のため、道路監視の効率化及びその精度向上のため、

住民からの情報提供がしやすい仕組みづくりなど、さらに精度を上げるための研究を行ってい

く必要があると思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それと、２点目の元気な人たちに、草刈りをする地域委託制度を設けたらどうですかという

ことなんですけども、町道の維持管理につきましては、令和４年度より町道除草工事として業

者に発注し、除草作業を行っているほか、道路維持補修班で対応しているところでございます。 

 除草作業の繁忙期などは、シルバー人材センターに委託し対応するなど、町道の維持管理に

努めているところでございます。 

 また、町内会や愛護団体が行う、道路等の除草や清掃活動に対し支援を行っているところで

す。住民の方々の御協力によりまして、町道の環境美化に努めていただいていることと認識し

ております。とても感謝しているところです。 

 令和４年度の取組みといたしましては、除草の繁茂が著しい道路脇の斜面等で、除草作業を

行う上で、危険を伴うような場所につきましては、年次計画により、防草シートを付設するな

どして、除草面積を減らす工夫を行っているところでございます。 

 議員御提案の地域の元気な人たちに草刈りをする、地域委託制度を導入するという御提案に

つきましては、委託となりますと、申請書及び申出書の提出や作業完了報告など、事務手続も

伴いますので、地域団体の皆様へも事務が増えることも想定されます。町内会での活動や愛護

団体への支援制度を活用していただくことが望ましいと考えておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 以上です。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 まず、最初の問題ですけども、そういった今事故が起こっているからそういう提案をしたわ

けです。皆さんが今から注意して、そして事故の起こらないような体制をとって、職員又は作

業班、そして郵便局と、それから町内会長、そういった人たちがちゃんとそういう趣旨を伝え

ておれば、それは間違いなく、こういう制度はつくらんでもよかとかなと思いますが、やはり

そういった人たちは、いつも道路を見ながら通っている人たちが各地域にはおりますので、そ
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ういう人たちも含めた中で、連絡をくださいというぐらいの、町内会にそういった報告事項を、

そういったときには、必ず連絡をくださいということであれば、その制度で強化すれば、事故

は起こらないのかなと思いますけども、やはり事故というのは、思わんところで起こりますの

で、その点については、そちらのいう制度でやっていただければと思います。 

 それから次の、道路の委託制度というのが全国的にちょっとあるわけです。そして、そんな

お金がかかる制度じゃありません。ちょっとした実用的なものだけ、予算はあんまりかからな

い、実費程度を払うというような形で、いろんな制度についてもあります。 

 そういうことで、もしよければ、町長、こういったことも取り入れていくと、地域も元気に

なるし、そして地域の力がまた佐々町の「住むならさざ」につながってくるんじゃないかと思

うんですけれども。どうでしょうか、町長。考えてもらえませんでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 除草とか清掃活動というのは大変いいわけでございますけど、やはりいろんな危険を伴うと

ころもあるわけでございまして、なかなかこれを制度でやるというのも厳しいわけでございま

すので、もう少し検討させていただきたいと思いますし、それから、町内会活動とか愛護団体

とかの支援制度がありますので、それを活用していくのが筋ではないかと思いますし、また別

の面で御協力をいただけばと思いますし、やはり町の管理する道路というのは、町でやってい

かなければならないということで考えておりますので、どちらにしましても、やはり皆さん方

に御迷惑をかけないように、町として十分管理をできるような体制でやっていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 そうすれば、もう管理は町に任せてくれと、そういうことで、今から夏にかけて、草が生い

茂ることはないということですよね。そういう管理をするということですよね。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 町長。 

 

町  長（古庄 剛 君）   

 道路管理はいろいろあるわけでございます。 

 現状は目視でやったり、いろんなことをするわけでございますけど、やはり道路の異常箇所

に、今後は、監視の制度といいますか、そういうことの効率も上げるために、やはり管理表と

いうのは作っていかなければならない。 

 管理表を作りながら、管理をしている場所を定期的にパトロールをするということが肝要で

ございますので、やはりそういう道路の状況というのを素早く把握しながら、迅速な対応をす

るということで町としてはやっていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 分かりました。そしたら、そういう流れで、ことしの草刈りをちょっとみときます。そうい

うことで、この質問は終わらせていただきます。 

 次に、町内会活動支援についてということで、佐々町では32の町内会があり、それぞれ地域

で頑張っておられます。 

 そこで、町内会活動の中で、事務的なものは町内会長をはじめ役員、団体といいますと老人

会、婦人会、子ども会、生産組合、宮総代、地域デイサービスなどありますが、ほとんど自分

のパソコンで事務をなされております。そういうことで、もうそろそろそういった集会所にも

パソコンの設置を考えてもいい時期じゃないのかなと思います。 

 というのは、コロナ禍でほとんど公民館活動ができていない状況にあります。そうするとき

に、やはり公民館にそういったものを設置することで、公民館に来てもらう、そして活動もま

た再開してもらう、そのための一つの起爆剤になったらどうかなと思いますし、そういう予算

もかかりますので、早急にどうのうじゃありません。できたらそういうことを前向きに考えて

いったらなと思いますが、どうでしょうか。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 ちょっと待ってください。 

 まもなく４時になります。８番議員の一般質問が終わるまで続けさせていただきます。延長

いたします。 

 総務課長。 

 

総務課長（大平 弘明 君）   

 まず、最初に、令和２年から続くコロナ禍におきまして、活動制限の下、32の町内会、役員

の皆様、それから住民の皆様には、それと地域の皆様には、生活支援や環境の整備など、継続

した町内会活動に精力的に取り組んでいただいておりますことに心より感謝申し上げます。 

 議員お話のとおり、現在32の町内会があり、各町内会では、地域の特色を生かしたそれぞれ

の活動を行っていただいているところでございます。 

 町内会活動における資料や広報物等につきましては、町内会長をはじめ、役員の皆さんに作

成をしていただいていることと存じます。また、それぞれの団体、先ほどお話がございました

ように、老人会、婦人会、子ども会、生産組合、宮総代、地域デイサービスなどの皆さんにお

かれましても、各自で所有されているパソコンで資料等の作成をされていらっしゃることと存

じます。 

 さて、議員御提案の町内会集会所へのパソコンの設置について、とても貴重な御意見だと思

います。一方で、町内会共有のパソコンの設置となりますと、様々な団体が１台のパソコンを

使用することを想定した場合、個人情報等の取扱いや、共有できる情報と共有できない情報な

ど、利用履歴を含めたデータなどの管理が困難な側面もあるところでございます。当然、パソ

コンやプリンターなどハード面の機器の管理も必要となります。 

 現状では、町内会等から導入に向けた御意見や御要望等はあっておりませんが、議員御質問

の趣旨につきましては、今後、町内会とも意見交換を行いたいと考えております。 

 町内会活動は地域コミュニティの中心的な存在であり、住民自治における福祉の向上を担う

重要な組織であると認識しております。町としましては、町内会活動の円滑化、活発化の向上

に努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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議  長（淡田 邦夫 君）   

 ８番。 

 

８  番（橋本 義雄 君）   

 なかなか簡単にはいかないと思いますが、やっぱりその人たちが寄って集会をしたときに、

また修正をし、また行事を組み立てたときに、すぐデータをつくって、そこに配られる、そう

いった仕事がさっとできるんじゃないかなと、いろんな問題はありますけど、そういうことで、

そろそろそういう考えが出てくるんじゃないかなということで質問をいたしました。 

 議会も今度はタブレットが導入されます。そういったＩＴの時代になりますので、それとや

っぱり公民館活動の中に、公民館に寄って、そして活動していかれるというのが一つの目的で

ありますので、それを活発化するための一つの手段として考えていけばなと思っておりますの

で、そこのところを御理解いただきたいと思います。 

 私の質問はこれで終わります。 

 

議  長（淡田 邦夫 君）   

 以上で、８番、橋本義雄議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会とします。 

 

 

 （16時02分  散会） 

 


